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第1章 調査研究の概要

第1章 調査研究の概要

1.1調 査 の目的

我 国がバ ランスの とれた経済発展を進 める為には、各地域社会を支える産業界の活性化 が

重要であ り、産業活動の近代化、効率化、高付加価値化等の観点か ら、コンピュータの導

入 を始 めとす る情報化の果たす役割は大きい。

しか しながら、北海道において、個 々のユーザー企業の情報化動向を見 ると情報システム

を導入す る際、操作方法に関する教育、保守等 にっいて情報システムのベンダー(供 給

者)か らの出張サー ビスに依存 していることが多 く、本道のよ うに広大な面積 を有 し、地

理的、かつ時間的に遠近格差を有する地域にあっては、時間、コス トの両面にお ける浪費

が情報化 の阻害要因の一つ ともなっているといえる。

本事業は、 こ うした要因を解消 し地域における情報化 を促進す ることを 目的 として、情報

システム、特 にパ ッケージタイプのソフ トウェアにっいて、ユーザーが購入 してから職員

への教育及び保守な どについて、遠隔地のデメリッ トを受けることなく、ベ ンダーか らの

総合的なサポー ト体制が受け られ るよ うな映像、音声等 も使用 したマルチ メデ ィア対応 の

ネ ッ トワークシステムにっいて調査研究を行い、遠隔地の企業 に対す る情報化サポー トの

在 り方について検討するものである。

1.2'調 査研 究 の概要

本研究は3ケ 年に渡 り実施するもので、各年度毎の研究の概要は次の通 り。

次年度以降は今後行 う予定の調査研究の概要である。

(1)初 年度(平 成5年 度)

[1]情 報 システムの教育、保守体制等に係 る調査

・道内遠隔地企業 における情報システムの導入 ・運用状況 を調査 し
、ユーザー とベ

ンダー との間に発生 しているシステムサポー ト上の課題 を抽出 した
。

・道 内情報処理産業 における情報システムの教育
、保守体制等の現状について調査

1



第1章 調査研究の概要

し、ベンダーサイ ドか らの総合的なサポー ト体制に必要な機能を抽 出 し、累計化 し

た。

・ベ ンダーサイ ドのサポー ト体制について、遠隔地からの総合的なサポー トを図 る

上で、映像、音声等の発揮する優位性 について検討 を行った。

[2]マ ルチメディアシステムの技術動向調査

・映像、音声等を活用 した情報システムの技術動向を調査 し、プロ トタイプシステ

ムの概念設計を行 う上で必要 となる基盤i技術の動向にっいて体系的に整理 した。

・道内情報処理産業におけるマルチメデ ィアに対する取 り組み状況等 を調査 し、マ

ルチ メデ ィア技術を活用 した総合的なサポー ト体制を確立す る上で、道 内情報処理

産業が寄与 し得 る技術的開発分野について検討 した。

[3]マ ルチメデ ィア対応の総合サービス管理システムのプロ トタイプに係 る概念

設計

・マルチメディアの技術動向を踏 まえ、プロ トタイプシステムの概念設計 を行 った。

[4]報 告書作成

(2)2年 度(平 成6年 度)

[1]マ ルチメデ ィアシステムの技術動向調査

・遠隔地 のデメ リッ トを克服す る上で鍵 となるネ ッ トワーク技術 との融合に係 る技

術的課題 について検討 し、これ らの技術 を統合化す るシステムフローを描 く。

[2]プ ロ トタイプシステムの詳細設計

・前年度の概念設計 を基に、マルチメデ ィアを活用 したネッ トワーク型総合サービ

ス管理システムの詳細設計を行 う。

2



第1章 調査研究の概要

[3]プ ロ トタイ プシ ステム の作成(第1期)

・文字 、音 声、 画像 、映像 等 の情 報 を統合 的 に活用 し、一連 の サー ビスの 中 で提 供

す る、 ソフ トウェア の販 売 か ら保 守 に至 るサポー ト情報 のデ ー ターベ ー ス化 を中心

に プ ロ トタイ プシス テム を作成す る。

[4]プ ロ トタイ プ システ ムの評価 、検討(第1期)

・プ ロ トタイ プ システ ムの評価
、検 討 を行 い 、詳 細設 計 の変 更 を行 う。

[5]報 告書 の作成

(3)3年 度(平 成7年 度)

[1]プ ロ トタイプシステムの作成(第2期)

・マルチ メデ ィア情報の伝送に必要な高速 ・大容量ネッ トワークとして
、経済性及

び将来的拡が りか ら適 してい ると考え られ るISDNと の融合 に関す る部分を加味

しプロ トタイプシステムを再構築す る。

[2]マ ルチ メデ ィア対応ネ ッ トワーク型総合サー ビス管理システムを活用 した情

報化サポー ト体制の考察

・近年 のダ ウンサイジング及びオープンシステム化の潮流下において
、管内中小企

業においても、情報システムの導入拡大が容易 となる環境が形成 されつつ ある状況

の中で、マルチ メデ ィアデ ィア対応ネッ トワーク型総合サー ビス管理システムを効

果的 に活用 した遠隔地企業に対す る 情報化サポー ト体制の在 り方 について考察する。

[3]総 合評価

・3年 度全体を通 して、 この調査 ・研究の総合評価 を行 う。

[4]報 告書作成
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第1章 調査研究の概要

1.3プ ロ トタイ プシ ステ ムの概要

本調査研究 で行 うプロ トタイプシステムの概要は次の通 り。

当該 システムはユーザー側 の実際に稼働中のシステム上で、教育、保守等を実現す るもの

であり、ユーザーのシステムが高速大容量データー伝送 を可能 とす るISDN回 線を介 し、

ベ ンダーのサポー トセンター と接続 された状況の中で、ユーザーの前でベンダーのサービ

スマンが指導する仮想的環境 を作 り出す ものである。

具体的には、ユーザー側 のシステム画面上で音声、画像、映像等利用者 にとって理解 し易

い形の情報 を組み合わせ た教育情報を提供する他、実運用の中で発生 した トラブルの状況

等を リアル タイムでベ ンダー側のサポー トセンターに転送することによ り、 これ らに対す

る回避方法等についてサポー トセンターからの指示 を得 ることが可能 となるシステムであ

る。

当システムの効果 として、ベ ンダー側の時間、費用面でのコス トの削減 に加 え、産業分野

の情報システムの導入及び効率的活用に寄与することが期待 され る。

4



第1章 調査研究の概要

1.4平 成5年 度事業実施"況

調査研究の基本方針 、実施計画、実施内容、アンケー ト調査等 を検討す るた め学識経験者、

情報企業関係 団体及び企業、北海道通商産業局等で構成す る 「マルチメディアネッ トワー

ク型総合管理システム調査研究委員会」(以 下 「マルチメデ ィア委員会」 と言 う)を 設置

した。開催期 日等は次のとお り。

第1回 マルチマディア委員会[H5.6.15]

調査事業の計画の概要。マルチメディア通信の動向等の検討

第2回 マル チ メデ ィア委員 会[H5.9.29]

ユー ザー 向 けア ンケー トの 中間報告。 ベ ンダー 向 けア ンケー トの検討

第3回 マ ル チ メデ ィア委 員 会[H5.12.8]

ベ ンダー 向け ア ンケー トの 中間報告。 プ ロ トタイプ シス テム の検討

第4回 マ ルチ メデ ィア委 員会[H6.3.11]

報告 書等 の検 討

[ア ンケー ト調査の実施]

①ユーザー向けアンケー ト調査の実施

情報システムについてのメンテナンスの状況、導入時の教育、セ キュ リティ、情報

交換の状況等 を把握す るためCADユ ーザーを中心に平成5年8Eア ンケー ト調査

を実施 した。

(調査対象139件 、回答57件 。回答率41.0%)
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第1章 調査研究の概要

②ベンダー向けアンケー ト調査の実施

ネッ トワー ク環境の受け入れの背景、メンテナンスに関す る意識 、出張サー ビスの

状況、マルチメディア製品への取 り組み状況等を把握す るため平成5年11月 アン

ケー ト調査 を実施 した。

(調査対象159件 、回答59件 、回答率37。1%)

[調査研究の実施状況]

項目 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調査委員会の開催 ■ ■ ■ ■

実体調査 <i 〉

報告書の作成
〉
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第2章 現状と問題点

第2章 現状 と問題点一
2.1.1北 海 道 の地域 特性 に起 因す る問題 点

2.1.1.1広 大 な 北 海 道

北海道 は、平成4年 の国土地理院の調べによると、表1の とお り、全国の22%を 占め る

83,451平 方キ・メータの面積 を有 し、都道府県の中では最 も広 く、東京都の38.6倍 、ほぼオース

トリア1国 の面積に匹敵す るほど広い大地である。人 口は平成2年10月 の国勢調査で初 め

てマイナ ス となったが、平成5年 の住 民基本台帳で若干増加 し、566万 人、 日本 の総人 口

の約4.6%を 占めてい る。都道府県別 では第6位 、デンマーク(約513万 人)と ほぼ同規

模の人 口を有 してい るものの、人 口密度 をみると68人/平 方キ・メータと全 国(328人/平 方キ。メー

タ)の 約5分 の1で 、都道府県別 で最 も低い数値 を示 してお り、情報環境 の整備が、時間

的、空間的ハ ンデ ィキャップを克服することを実証できる最適 なフィール ドと言える。

広大な北海道 の中で、人 口の約3割 が札幌市に集中 し、周辺都市を含 めると約5割 が道 央

圏に集 中 している。 また、道内各支庁は、地形的にもそれぞれ独 自の生活 ・経済圏 を形成

し、独 立意識 も強い。 このため、支庁所在地は広域都市圏の中核都市 としての機能 を有 し

てい るものの、地域圏間のネ ッ トワークが他の地域以上に重要性を増 している。

また、近年、東京一極集中是正 と産業の地方分散の必要性 が叫ばれ る中で、北海道地域 が

持つ四季の豊 かさや快適な就業環境 を背景 とした リゾー トオフ ィス、サテライ トオフィス

の適地 として注 目され ていることか ら、情報 ・通信ネッ トワークを整備す ることによって、

本州企業や道央企業 と道内地方企業 との情報格差をな くし、情報収集のための費用 も低 く

抑えることができる。

表1

北海道 全国 全国比 備考

面積(平 方キロメータ) 83,451 377,800 22.1 H4国 土地理

人 口(万 人) 566 12,396 4.6 H5住 民台帳
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第2章 現状と問題 点

2.1.1.2情 報化 の進展状況

こ うした北海道 の地域性は、情報 ・通信インフラの整備 の進展 と提供 されるアプ リーケー

シ ョンの種類 によっては、全国のモデルと成 り得 る特色を持っているにも関わ らず、現実

には、北海道地域の情報化 の進展は十分 とは言えない。

次に、北海道地域の情報化の実態について、情報処理産業の実態、産業の情報化、地域 の

情報化の視点か ら簡単にま とめてみる。

(1)情 報処理産業 の実態

北海道地域は、豊かな自然環境 と豊富な労働力を背景 として、札幌圏を中心に早 くから情

報処理産業の集積が進んでいる。表2は 、平成4年 版 特定サー ビス産業実態調査(通 商

産業省)に よる全国と北海道の情報処理産業の規模の比較である。

表2

全 国 北 海 道 シ ェ ア

事業所数 6,977 186 2.67

従業者数(人) 488,469 9,677 L98

売上高(百 万 円) 7,127,618 151,280 2.12

対象業種は、 ソフ トウェア業、情報処理サービス業、情報提供 サー ビス業、その他の情報

サー ビス業であるが、北海道地域は、従業者数、売上高 ともに全国の2%前 後のシェア を

占めている。 これは、東京都が全国の約50%を 占めている状況下にあって、売上高につ

いては都道府県別で第6位 の順位 を確保 してい る。

また、表3は 、平成5年 度 北海道情報処理産業実態調査(北 海道通商産業局)に よる道

内情報処理産業の実態 であるが、これはシステムハ ウス業を含む北海道地域の情報処理産

業の実態調査 である。

表3平 成4年 度 北海道情報処理産業の実態(回 答事業所数325社)

総 売 上 高1,790億 円(対 前年 伸 び 率 ▲10.5%)

売 上 高/1事 業 所5.5億 円(対 前年 伸 び 率 ▲0.6%)

総 従業 者 数13,047人(対 前年 伸 び 率 ▲6.3%)

従 業者 数/1事 業 所40.1人(対 前年 伸 び 率3.9%)

8



第2章 現状と問題点

景気 の減速を背景 として、売上 高、従業者数は対前年伸び率を下げてい るものの、1,800

億 円近い売上高 と13,000人 を越 える従業者を抱えている。

本調査では、 グラフ1に 占めすよ うに、地域別 に情報処理産業の現状を分析 してお り、 こ

れ を見ると、地域の情報化 の担い手 として重要な役割を果 たす情報処理産業について、売

上高、従業者数 ともに、約8割 が 「札幌圏」に集 中 してお り、 「札幌圏」以外 においては

希薄であることが分かる。

この傾 向は、 メーカー の出先の地方展開にっいても同様 で、充分な ノウハ ウを有す るス

タッフ、必要 な機材な どは、札幌に集 中設置され、道内の地方 に営業所 を充分に配備 して

い る所は少な く、メンテナ ンスや教育等のサー ビスにおいては地域 により、充分な対応 が

できない状況にある。

グラフ1情 報処理産業地域別構成(平 成4年 度)

3.0%

8.6%

3.4% 3.0%

眺肱

語
上
旬

売
L

39%

77%

{㌘謙

78.6%

従業者数 売 り上げ高

札幌圏78.6% 82.0%

室蘭 ・苫小牧圏7.7% 8.6%

lll川

≡
函 館 圏 一輔3.g%

s

3.0%

帯広 ・釧 路圏4.7% 3.4%

旭川 ・道 北圏5.0% 3.0%

注)「 札 幌 圏 」:石 狩 ・空 知 ・後 志 支庁 、 「室 蘭 ・苫 小牧 圏 」:胆 振 ・ 日高 支 庁

「函 館 圏 」:渡 島 ・檜 山 支 庁 、 「帯広 ・釧 路 圏 」:十 勝 ・釧 路 ・根 室 支 庁

「旭 川 ・道 北 圏 」=上 川 ・宗 谷 ・留 萌 ・網 走 支庁
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第2章 現状と問題点

(2)産 業の情報化の実態

1990年 代に入ってか らの情報化 を巡 る環境は著 しく変化 し、 コンピューターのユー

ザー産業では、これまでの大量処理、単純作業の効率化のための情報機器の利用か ら、S

ISな どに代表 され る意思決定支援等の非定型的な業務への適用に重点が置 かれ るように

なってきている。

また、情報化投資及びメンテナ ンスのための負担増大が情報システムのコス トパ フォーマ

ンスの重要性 を高めてい る。

一方
、供給面では、ダウンサイジング等ハー ドウェアの価格性能比の急上昇やオープンシ

ステム化 の進展に見 られ るよ うに構造変化が急速に進展 し、これまでの汎用機ユーザーか

らオフコンやパ ソコンユーザーを対象 としたシステムの生産に重点が移行 しつつある。

本道の産業の情報化 をハー ド面か ら捉 えたものが表4で ある。(平 成4年 度 情報処理

実態調査:通 商産業省)

表4コ ンピュータの地域別利用状況

全 国 関 東 中 部 近 畿 九 州 北海道
集計企業数(A) 5,403 2,416 626 1,095 322 184

コン ピュータ設置台数(B) 55,062 33,071 3,827 11,296 1,440 瓦188

1企 業当た り台数(B/A) 10.2 13.7 6.1
110 .3 4.5 6.5

オンライン企業数(C) 4,615 2,143 507 948 265 140

オンラインコンピ ュータ 台 数(D> 43,357 27,257 2,793 8,170 1,106 854

オンライン化 企 業率(C/A) 85.4 88.7 81 86.6 82.3

オンライン イピコンヒ.ユ一夕率(D/B) 78.7 82.4 73 72.3 76.8 71.9

1企 業当た りのコンピュータ台数は、6.5台 と全国に比較 して3.5台 少ない ものの中

部圏、九州圏 よりも高い数字である。一方、オ ンライ ン化企業率、オンライン化 コン

ピュータ率は全国平均 に比較 しては勿論 のこと、3大 都市圏や九州圏 と比較 しても低い数

字であり、北海道地域 においては、コンピュータの導入そのものは比較的進んでいるもの

のネッ トワーク化は以外 と進んでいないことが分かる。
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(2)地 域の情報 ヒの実態

情報 ・通信技術 の効果的活用によ り、産業 ・社会活動が一層充実 し、活発化 してきている

中、我が国では高度情報化社会の実現に向け、官民一体 となって技術開発、啓蒙普及、シ

ステム開発に取 り組んでいる。

国としても、通産省 の 「ニューメデ ィア ・コミュニティ構想」や郵政省の 「テ レ トピア構

想」、農林水 産省の 「グ リー ン トピア構想」など、自治体、 メーカー、地域企業 と協力 し、

地域の情報化 に取 り組む 自治体 を地域指定 し、域内のコンセ ンサスの形成や情報化ニーズ

の把握 、具体的なシステム開発な どに支援す る施策が推進 されてい る。道 内におい て も、

こ うした施策 を活用 し、具体的に情報化に取 り組 んでいる地域 が多数 あ り、 これ らの指 定

地域においては、地域 の特色 を活か したシステム開発を行い、活用が進め られてい る。

しか し、広大 な面積 を有す る北海道地域の特殊性 を鑑みれば、例えば、観光や医療の分野

な ど、市町村 の枠 を越え、広域的にネッ トワーク化を図 りなが ら、情報化の波を全道 にあ

るいは全国をターゲ ッ トに受発信できる体制が将来的に望まれる。

なお、北海道地域の コンピュータの地域別汎用電子計算機納入状況 を 「電子計算機納入調

査(通 商産業省)で 見 ると、全設置台数に占める割合は、平成3年 で1.8%、 平成4年

で1.9%と 全国で8番 目のウェイ トとなっている。北海道 の面積、人 口か ら考えて高い

数字 とは言 えない。

また、第1種 電気通信事業者は、長距離系、衛生系、地域系、 自動車電話 等幅広 く参入 し

ているほか、第2種 の商用VAN事 業者のアクセスポイン トも全道主要都市 に分布 してい

る。 さらに、ISDNな どのデジタルネッ トワークについても、NTTのINS64に つ

いてはほぼ全道各地 、1500に ついては札幌、旭川 などをカバー している。地域 の情報

化を推進 している地域の草の根ネ ッ トワークも少 なくな く、デジタル化へ 向けた将来 とと

も に 、 広 域 的 な ネ ッ トワ ー ク 交 流 が 進 む 素 地 を 、 本 道 地 域 は 有 し て い る。
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2.1.1.3ア ンケー ト調査の背景

このように、本道は広大な面積 を有 していることか ら都市間の物理的な距離が大き く、情

報産業の保守業務、教育業務などにおいても首都圏のよ うに企業が密集 している地域に比

べ多大な費用 と時間が必要 になってい る。また、本道内の距離 の問題だけではなく、他 の

地域か ら離れてい る点、とりわけ首都圏か らの隔た りが多様な情報の取得 を困難なもの と

している。

これ ら本道の地域性が、産業及び地域 の情報化の阻害要因 とな ってい るとい う予測に基づ

いて、特に情報関連製 品の保守業務 と教育業務 に視点 を置きアンケー ト調査を行った。

アンケー トの対象

アンケー トはユーザー とメーカーに分けて行 った。ユーザーについ て

は道内の企業が製造販売 している、あるいはそれに準ず る製 品の道 内

ユーザー と、一部本道 と同様の地域性 を有 してい ると思われる地域 の

ユーザーが含まれている。具体的 には調査委員企業のユーザーを中心

としてアンケー トを実施 した。 アンケー トは139社 に依頼 し、 うち

57社 の回答を得た。

メーカー向 けアンケー トは、(社)日 本 システムハ ウス協会北海道 支

部,(社)北 海道 ソフ トウェア協会,北 海道 コンピュータデ ィーラー協会

会員企業の中か ら任意に159社 をピックアップ したものである。 こ

の うち59社 の回答 を得た。
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2、2ユ ー ザー とメー カー の間 に有 るサポー ト上 の 問題点

2.2.1保 守の実情 と意識

保守業務 に関 して本道が他の地域 に比べて費用 と時間の面で不利 な点がある と予測 したが、

実際にユーザー,メ ーカが持っている意識をアンケー ト結果か ら考察する。

大型汎用機 がコンピュータ産業の中心であった時代には器材そのものが極めて高額であ り、

割合 として比べれ ば保守 に要する費用は充分小 さく、た とえ他の地域 に対 して本道での保

守費用が多少割高 であっても問題 として取 り上げ られることはなかった。

また大型汎用機や オフコンでは、障害な く稼動す ることが絶対条件 として要求 され、それ

を維持す るためのコス トは当然の物 とされてきたとい う背景 もある。

このような考 え方 は、ワークステーシ ョンやパー ソナル コンピュータが コンピュー タ産業

の中で大 きな割合 を占めるよ うになった現在でも、金融、流通な ど大型汎用機 、オフコン

を中心 とした コンピュータ利用環境では健在である。

しか し、 ワークステーションやパーソナルコンピュータとい った低価格デスク トップ機 の

利用環境 では事情 が異 なる。パー ソナル コン ピュータの価格 は平均的に数十 万円程度 で、

特殊なソフ トウェアを含 んだシステムであっても、数百万円にな る物は希である。

例 えば、オフコンではOSの バージ ョンア ップでSEを1日 占有する と最低で も数万円の

費用がかかるが、低価格のパーソナル コンピュータベースのシステムに対 して大型汎用機

やオフコンと同様な考え方で費用がかかるとす るとユーザーにとっては相当な負担である。

また汎用機、オフコンの保守料金 には保険的意味合い、すなわち常に障害な く稼動するこ

と、障害が発生 した場合 でも極めて短時間で復 旧す ることを保証する意味合いが含まれ て

い る。

ワークステーシ ョンやパー ソナル コンピュータでは、汎用機 、オ フコンとは用途、運用が

異なる。企業 がパー ソナル コンピュータに業務基板を置 くことはな く、ほ とん どが現場の

道具 としての位置付 けでパーソナル コンピュータを使用 している。機材 の数 としても複数

が稼動 しているのが一般的で1台 の障害で全業務が停止す るこ とはない。従って、常時稼

動の保証や緊急 時の障害復 旧に対す る保険的意 味合いが保守費用 に含 まれてい る とい う、
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汎用機、オフコンの保守の考え方 は低価格機利用の実情 に合致 しない。

このよ うな低価格機の現状にそ ぐわない保守運用についても徐々に実情 にあった形に移行

しつつあるといえる。 しか し、保守費用が安価 に設定 された場合、結果 として保守費用 に

しめる実費の割合が大きくなる。現地対応 をしなければならない事象 の場合、本道のよ う

な広大な面積 を有す る地域では とくに交通 費や移動についいやす時 間の コス トが大 き く、

保守業務 は採算のあわないものになっている。

保守に対 して費用がかかるとい うことは、旧来の コンピューター ビジネスの文化 を知 る

ワークステーシ ョンユーザーでは有る程度認知され ているが、パー ソナル コンピュータの

ユーザー ではその点については充分 な理解が されていない。実際 にはメー カー,デ ィー

ラーなどがパー ソナルコンピューターユーザーに保守業務に対する費用 を請求できない場

合 も少な くない。

このよ うな事情から本道の情報関連企業の中で も、パー ソナル コンピュー タのよ うに低価

格システムを取 り扱 うメーカー、デ ィーラーでは保守業務が大 きな負担 となっていると考

えられ る。

保守 コス トの軽減策 として、ワークステーシ ョン、パー ソナル コンピュータでは、定期 的

な訪問による点検保守 を行 わない傾向に有 る。従って保守契約 の意味は故障発生時に何等

かの対策 を施す事 を保証す るとい う意味合いが強 くなっている。極論すれ ば無償修理 の契

約であ り、故障がなければユーザーは保守契約の効果 を実感す ることはない。 ワー クス

テーシ ョン、パーソナルコンピュー タにおける保守契約の保険的要素である。 これは汎用

機やオフコンでの常時稼動保証 とは意味が異なることも意識 しておかなければな らない。

次 に、アンケー トか ら実際 に保守契約 で保険的要素が大 きくなってい るかをみてみる。
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次の図は保守契約が されている場合、定期的な訪問によって点検、保守が行われてい るか

をユーザーに対 して問い合わせたものである。

ソフ ト保守のための定期訪問があるか

(ほ とんど)無 い

不定期 ・依頼時のみ

定期的

(無回答等を除 く)

23社

15社

1社

ハー ド保守のための定期訪問があるか

(ほ とん ど)無 い

不定期 ・依頼時のみ

定期的

(無回答等を除 く)

23社

14社

4社

不 定 期
依 頼 時

(ほ ん

ど)無
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このよ うに、定期的訪問による保守業務 はソフ トウェア関係 、ハー ドウェア関係を問わず

少 ないのが実情である。実際 にパ ソコンや ワークステーシ ョンを使用 している現場では、

何等かの障害が発生 しても、それが一刻を争 う事態であることは少ないので、特に定期 的

にに訪問 して事前に障害予防対策を実施す る必要が無いと言えるが、保守料金を支払 って

いるにもかかわらず 目に見える対価 が無い とい うこ とから、保守料金の割高感が起こって

いる面もある。
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次の図は、保守契約に加入 しないユーザーに対 して理由を問い合 わせ たものである。 「必

用性を感 じない」あるいは 「費用が見合わない」 とい う理由が合計で70%を 占めてい る。

アンケー トを実施 したユーザーは特 にパー ソナルコンピュー タベースのシステムを使用 し

ているケースが多いので、特にこの傾 向は大きい。 さらには保守契約 を実施 しているユー

ザーのなかでも20%以 上が不満足 であると答えている。
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72%

酬
無;暮

して

契約 して

い る

26%
霊
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保
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が

な
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第2章 現状と問題点

一方、メーカー側では保守の実体について どのよ うに捉えているかをみてみる。

調査委員はメーカーの立場である企業 が多 く、委員会の中でも保守業務のメーカーか ら見

た実情が述べ られている。要約す ると以下の内容である。

特 にパー ソナル コンピュー タをベース に したシステムでは、導入 時の

価格 が低 く、同 じ程度 の割 合で保守料金 を設定 して も大変割 高に感 じ

られ る。 また、汎用機 やオ フコンとは違い、比較的簡単 に導入でき る

ため、ユーザー はランニ ングコス トに対す る明確な意識 を持 っていな

い。用紙 な ど目に見 える消耗品 には コス トがかか る事 を充分理解 して

もらって も、障 害が発生 しなければ実 際的な効果 を見 られ ない保守 に

ついては、あま り理解 され ていない のが現状で ある。

実際 にメーカーサイ ドでは保守や障害回復 に費用がかか って も請求 で

きないケース も度 々有 る。

保守体制 を持ってい るメーカー に対する 「保守業務の採算 は」 との問い合わせ に対 して、

「採算が取れ る」 としたのはソフ トウェアでは26社 中1社 、ハー ドウェアでは27社 中

5社 である。 したがって、製品を販売するために、保守業務 自体では利益がでない、ある

いは赤字であっても保守体制を維持 しているとい う状況がみ える。

コンピュータ応用システムは非常に複雑であるため不具合いが生 じた場合、原因や対応策

を特定す る事が難 しい。故障なのか操作上の問題なのか、ソフ トウェア的な対処が出来 る

のかハー ドウェアの修理が必要なのかとい う判断をユーザーに要求す るこ とは不可能であ

り、現状、電話,FAXで の対応ではメーカー側のサー ビス担 当者 が確実に情況をつ かむ

ことには限界 がある。首都 圏ではサー ビス担当者 が対処のためにユーザー先 に出向くこ と

は時間的,費 用的に負担ではなく、的確な対応が比較的簡単に行われ る。
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第2章 現状と問題点

ア ンケー トの 中で、 ユ ーザ ー とメー カ ー とで見解 の分 かれ る部 分 は 、不具合 い発 生時 の判

断 と対応 に関す るもの で あ る。 次 のデー ター はユー ザー とメー カ ー に対 して 、出 張サ ー ビ

スを実施 した ときに、結果 と して 「出張 サー ビス をす る必 要 が無 か った」 ケ ー スの割合 を

た ずね た もの であ る。

出張サー ビスの結果 としてそれは必要だったか

宴 不 要 に
関 係 な く 感 心ぱ い

結 果 的 に 不
要 だ っ た

」

っ

竃

木

結果的に不要な出張サー ビスが発生す る割合は

が
張

ス

ど
出

ビ
竃

ん
な

0
一
3

と
要

サ

ほ
必

が
張

ス

ど
出

ビ
駕

ん
な

9

と
駄

サ

ほ
無

な
ビ

駄

一

無
サ
ス
ー

勾
張

度
出

.ヒーサ
ス
0

張出

ユーザーが結果的に不要であった と答 えた割合は13%程 であるが、メーカー側では7割

りが無駄足になるケースが あるとい う回答である。北海道地域 では出張サー ビスには時間

と費用が他の地域 に比べて大 きくなるので、特 に問題は大 きい。

一

つぎに教育の実情 と意識をみてみ る。 コンピュータを応用 した システムは機能の高度化 に

ともなってその操作方法も複雑 になっている。ユーザーに対す る教育、サポー トは必須で

ある。
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第2章 現状と問題点

次の図はコンピュータ応用 システム導入時の教育の実施情況をユーザー対象のアンケー ト

か ら得た ものである。

システム導入時の教育は どのように実施 されたか。

セ ミナー:セ ミナー に参加 した

講師派遣 講師派遣 を受け 自社 で トレーニングを受 けた

納入時説明のみ=納 入時に簡単な説明を受けたが特に トレーニングは無かった

16×7駕

'孤
36駕

遡 ・饗 辮 齢'"
41駕

■ セ ミ ナ ー

睦1講 師 派 遣

巨ヨ納 入 時 説 明 の
み

巳]そ の 他

「納品時説明のみ」 とい う回答がやや多いともいえ るが、アンケー トを実施 したユーザー

の中には特 に トレーニングを必要 としない簡易なあるいは定型 のシステムを導入 したケー

ス も含まれているので、 このデーターからは とくに導入時教育が充分に行われていない と

い う結論にはならない。

20



第2章 現状と問題点

次のデーターはこれ らの導入時教育の費用がどのよ うに扱われ ていたか とい うものである。

導入時の費用は別途予算を設けたか。

10%

21%

69%

⑮ 製 価 格

■■ そ 他

〔]別 途
取

実際に別枠で教育用 として予算が取 られるケースは2割 程 であ る。前のデー ターと合わせ

てみると、何等かの形 で導入時教育が実施 され るが、その費用については特別には設 けら

れていないことがわかる。

これ ら費用はメーカーが負担 している、あるいは製品価格 に織 り込まれているとも考 える

ことが出来る。
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第2章 現状と問題L点

導入時に充分 と思える教育 を うけても実際の運用に入 ると操作上の不明点や時には トラブ

ルが発生す ることもある。 アンケー トのなかでも4分 の3は 実際に運用 に入 ってから不明

点が出てきた と回答 している。次のデーターはその様 な不明点 などがある時にどのように

解決 しているかをたずねた物である。

不明点は どのよ うに解決 してい るか

e
申

⊃
如

●
阜

"
卜
練
麹

(×臣

.湘

)
英
文
ー
・雲

R
颯

25

20

15

10

5

0

(無回答等を除く)

サポー トセンターを利用するケース もあるが、 自力で解決、あ るいは担当営業を頼 るケー

スがそれ を上回っている。サポー トセ ンターは一般的 には保守契約 な どが基本 におかれ、

メーカーサイ ドから見れば何等かの形 で採算が取れ る形態である。ユーザーの 自力解決は

多 くの時間を要す ることにな り、ユーザーにとっては大きな負担である。導入後の一定の

期 間の負担を乗 り切ることで、システムの導入効果 もあがって くるが、この時期のつまず

きで導入失敗 につながることもある。担当営業を頼 るケースはメーカーあるいは販売店の

負担であ り、営業担当者は非常に高度な知識 が要求され ることになる。

ネッ トワークを用いて導入時教育、あるいは継続的サポー トをを部分的にで も実施出来れ

ば、ユーザー、メーカー双方の負担 を軽減する、あるいは製品価格を下げる効果も期待 で

きる。

セ ミナーに参加 して教育を受 ける場合 もある。 この場合には北海道の地域性が顕著に現れ

る。首都圏でセ ミナーなどの教育 を うけるための条件は よく整 っている。セ ミナーが頻繁

22



第2章 現状と問題点

に開かれ参加する機 会が多 く、会場に出向くための時間面、費用面での負担 も小 さい。

北海道地域では反対の情況 であるである。首都圏から離れてい るとい うことと、ユーザー

の絶対数が少ないことで、必然的にセ ミナーが開かれる機会は非常に少ない。道内で開催

されるセ ミナーが無ければ首都圏まで出向 くことになるが、交通費のみな らず宿泊費等 も

必要で、時間面,費 用 面いずれに しても首都圏でセ ミナーに参加す る条件 に比べその負担

は膨大な物である。

また、数少ない道内でのセ ミナーで もそのほ とん どは札幌で開催 され るので、北海道内で

も参加す るためにはユーザーの時間面,費 用面での負担は大 きい。

実際にユーザーのアンケー トでは次のよ うに回答 されている。

セ ミナーなどに参加する時に地域性に関す る障害を感 じるか

感 じる75%

(回答40社 中30社 複数回答有 り)

内訳

機 会が少ない 時間がかかる 費用がかかる
25

20

15

10

5

0

(無回答等 を除 く)

4分 の3の ユーザーは障害 と感 じているのがわか る。 この数字 のなかには教育が必要無い

システムも含 まれてい るので、実際には大半が障害を感 じているといえるだ ろ う
。またそ

の内容については、機会の少な さ、時間面の負担、金銭面の負担何れ もあ り、中で も費用

面の負担はやや強 く感 じられ ているよ うである。

23



第2章 現状と問題点

2.2.3販 売 ・流通 と情報 の枯渇

ネッ トワークの利用を前提 として販売 ・流通 を考えた場合には、一般的な販売活動や流通

以外の部分について考察 しなければな らない。なぜな らば、ネ ッ トワークを利用 して実際

の製品を販売 ・流通 させ ることは不可能だか らである。 最近では、一部 ソフ トウェアは

シェアウェア とい う特殊な扱いで、ネ ッ トワー クを通 じてユーザーが入手す る形態 もある

が、あくまでもこれは、有償 で 「配布」 しているのであって、 「販売」あるいは一般的な

意味での 「流通」 とは異なる。

それでは、ネ ッ トワークの利用によって改善 されるであろ うところの、販売 ・流通での北

海道地域の問題点について考 えると、情報量の不足が上 げられ る。例 えば新製 品の情報や

使用方に関 してマニュアルに書かれている以外の情報を入手出来る機会は首都圏 に比べ非

常に少ない。大手メーカーの製品情報 などはダイ レク トメールな どによって全国的にほぼ

均一の情報が得 られ、また運用事例や ドキュメン ト化 されていない情報についても、ユー

ザー会の会報の様 な形 で配布 されている。

しか し、中小以下の企業の コンピュー タ関連製 品では、そのよ うな組織的な情報流通が実

際問題 として不可能である。 首都圏であれば、ユーザー会、あるいはセ ミナーな ど情報交

換の場も多く、ユーザー間,ユ ーザー対 メーカーの情報流通が活発になる。

北海道地域 では、首都圏か ら遠いことでメーカーか らの情報 もはい りに くく、広大な地域

であることからユーザー間の交流 も少ない。

アンケー トのデー ター を見てい くと、まずユーザー に対す る質問で、ユーザー間、ベ ン
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第2章 現状と問題点

ダー ・メー カ ー との情 報交 換 をす るか とい う質 問にっい て はベ ンダー 、 メー カー とは 「す

る」 とい う回答 がおお い が、ユ ーザ ー間 では 「しない」 の回 答 が 目立つ。

ユー ザー 間、ベ ンダー ・メーカ ー との情 報交 換 をす るか。

しない
60%

㌶ しない

39%

る

%

す

61

このデーターか らは、極端 に情報交換 が少 ないとい う傾 向を直接的にみ るこ とはむずか し

いが、アンケー トの 「その他」項 目の書 き込み をみてい くと、ユーザー間の情報交換は社

内のユーザー、オペ レーター間で行われているケースが多 く、外部 との接触は少ない傾 向

も伺える。 またベンダー ・メーカー との情報交換では、営業担 当者 が営業活動の一環 とし

てユーザー訪 問を行 うのが主な内容で、有 る意味では受動的あるいは一方通行の情報 とも

考 えられ る。
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第2章 現状と問是且点

このよ うな情報交換が どのように行われているかを示すのが次のデーターである。

情報交換の主な手段はなにか

パ ソ]ン 通 信 ・

ネットワーク

間一ザーユ囲

一ダ

ー

ン

カ

ベ

一

対

メ

(無回答等を除 く)

現状 では、直接会 う,電話 ・FAXが 当然大部分を占めている。注 目出来 るのは、パ ソコ

ン通信 ・ネッ トワークとい う回答が少 ないなが らも存在する点である。別 の補足的な質問

の回答の中では、パ ソコン通信 を利用 しているとの回答 も若干あることか ら、ネ ッ トワー

クを媒体 とした、情報交換 あるいは保守管理 をおこな う土壌は既 に出来つつ あるといえる

だろう。

情報交換は必要か

不、P

ぽ

つ

れ

立
o

右
投

育,要 、

情報交換が必要か とい う質 問にっいては半数以上が必要、 「あれば役 に立つ」 を含 める

と大半が有用 と考えてお り、 「不要」は極小数 である。次 のコンピュータ通信 で情報交
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第2章 現状と問題点

換 が出来 るとするとそれを利用す るかとい う質問にっいては、やは り 「不要」は小数であ

る。

コンピュータ通信で情報交換が出来るとした ら利用す るか

否 。罵
れ 　 し た

4しlx

た
役

し
気

れ
5

用
が

4

ここで、注 目しなければな らないのは 「利用 したいが、気 後れす る」 とい う回答であ る。

つま り良いもの役に立つ ものであれ ば積極的に利用 したい考 えはあるが、実行 に移すには

技術上の不安、運用上の不安が先 に立つ とい う傾向の現れ である。

ネ ッ トワークで情報交換や保守管理の機能を提供 しようとす る場合 には、機能 自体の提供

は当然のもの としても、ユーザー、あるいはベ ンダー ・メーカーが安易に参加、利用出来

る体制、仕組みを同時進行で行わなければ、普及が難 しい とい うこ とを示 している。

販売 ・流通 におけるネ ッ トワーク利用 とい う点では危険 もは らんでいるとい える。ネ ッ ト

ワー クは情報交換 をは じめ として販 売 ・流通にも間接的ではあるが、促進 の効果が ある。

しか しそれまでの販売にまっわる活動を全てネッ トワー クでまかな うことは、ユーザー と

メーカー ・ベンダー間の関係 を粗なものに して しま う。調査委員会の中では、バージ ョン

ア ップや製品紹介 を営業活動の機会 として利用 している との意見 もあるこ とか ら、何 を

ネ ッ トワー クで行 うの が好ま しいかは充分検討する必要 があると考 えられ る。 次のデ ー

ターはバージ ョンア ップの情報をユーザーに伝える手段 をメーカー にたずねたものである。

雑誌記事や広告はある程度の規模のメーカーでなければ実施できないが、DMは 比較的容

易で経済的であるにもかかわ らず、やは り営業担当者や販売店を通 じて情報 を伝達す る場

合が多い。 この点か らも、訪問にコス トがかかるので人力 を全てネ ッ トワー クで代用す る

とい う考 え方は適切 ではない といえる。
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第2章 現状と問題点

メーカ ーへ の質 問

バー ジ ョンア ップ、新製 品 のアナ ウンス媒体 は何 か
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第2章 現状と問題点

2.2.4ユ ー ザー イ ンタ ビュー

アンケ ー トに よ る調 査 に加 え 、ユ ーザ ー の具体 的 な情 況,意 見 を把握 す るた め、 財 団 法 人

日本気 象協 会 北海道 本 部 の協力 を得 、同協 会調 査 部 にイ ン タ ビュー を実施 した。

財団法人 日本気象協会 北海道本部 調査部 インタビュー

● 気象協会 の業務概要

北海道本部(120名)調 査部(31名)

函館支部 室蘭支部 帯広支部 旭川支部 釧路支部 網走支部

コンピュータ機器導入/ネ ッ トワーク状況(北 海道本部 調査部内)

パ ソコン40～50台 ワー クステーシ ョン5台

ISDN回 線(NTT)接 続

札幌本部 ←→ 旭川支部 札幌本部 ←→ 帯広支部

他の支部はISDN端 末設置のみ

主なシステム

MICOS(マ イコス)

気象庁の気象観測システム(AMeDAS)と 気象資料編集 ・

伝送システム(ADeSS)と を気象協会 がオ ンライ ンで結 び、

北海道用に気象情報を加工処理 して提供す るシステム。

気象協会北海道本部では、コンピュー タ機器を使用するユーザー と気象情報 を提供す るベ

ンダーの両方立場で貴重な意見をきくことができた。 内容は以下である。

北海道 の地域性によるハ ンディキャップについては、札幌 にいる場合 にはメ

ンテナンスやサポー トの面ではあま り感 じないが、地方の支部では緊急を要

す る トラブル に対応 しきれ ない場合 が希 に発生することがある。首都圏か ら
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第2章 現状と問題点

離れてい るとい う意味での地域性は、教育の面でセ ミナーや研修が北海道 で

はあま り行われていない とい う点で不便 を感 じてい る。

自社システムの トラブルについては道内のサブセンターか ら出向 く場合 と本

部か ら直接 リモー トで対処す る比率が5:5く らいの割合である。 リモー ト

の場合 には端末機 のほとん どがパ ソコンである事 と公衆回線及び専用回線 の

制限により、現在では満足のい くサポー トは難 しいのが現状である。

メイ ンテナンスのためにユーザーを訪問 した結果が無駄足になるケースは少

ない。 トラブルの多 くは,ハ ー ドの故障 とファイルが うまく転送/表 示が出

来ない(ソ フ トバ グ)な どのケースが多い。システム 自体の操作性 をなお簡

便化 してオペ レータの混乱をな くす改良も検討 中である。

ネッ トワークの状況については本部内では本格的環境は確立 していない。内

部LANで メールが送れ る程度 に とどまる。本支部 間で もISDN,民 間

ネ ッ トワー ク(ニ フテ ィ,イ ンターネ ッ ト)で 情報交換 が出来 るよ うには

なっているが、使用頻度は少 ない。ネッ トワークの主な用途はファイル転送

と技術計算 目的に限 られ、その他 は電話 とFAXだ けで も現在 はあま り不便

を感 じない。 しか し、今後技術部門,営 業部門,総 合部門な ど他の部門 との

連携 を考えるとネ ッ トワークは欠かせない。

画像や音声を取 り込んだシステムをユーザーインター フェースの中に組み込

むことに関 しては、現在はシステムに ビデオテープを添付 し導入時の教育に

活用 している。 将来的にはマルチ ウイ ン ドウのよ うな形態でユーザーイ ン

ター フェースの中に画像提供で きた らと考えている。

道 内の情報化 の為に,ネ ッ トワークセンターをす ることは,ユ ーザーにとっ

て回線維持な どの面でメ リッ トがでると思 うが、異業種の複数ユーザーが一

つのネ ッ トワークを共有す る場合 にセ キュ リテ ィの問題 が心配だ。

また,気 象協会のよ うな膨大なデーター を扱 うシステムが他 のシステム と一

つのネ ッ トワーク管理機能のなかで うま く運用できるかは心配である。

北海道は地価 が首都圏 と比較す ると安価 なため,コ ンピュータを設置する環
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境 としては適 してい ると思 う。民間ネッ トワークの利用状況 か らも伺えるよ

うに、新 しい情報が首都圏ほ ど容易に入手できないため逆にネッ トワークを

利用す るとい う意識 も他の地域 に比べて高いといえる。

北海道 におけ るネッ トワーク化は必要不可欠であ り充分受 け入れ られる土壌

もできあがっているのではないか。
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2.3サ ポー トに必要な機能

2.3.1リ モー トログイン

リモー トログインとは遠隔地にある計算機 に侵入す ることである。 リモー トログインの可

否 が リモー トメインテ ナンスを容易 にに実現 出来 るか どうかの最大 の鍵である。汎用機 、

オフコンなどでは元々備わっている機能であるが、パー ソナル コンピューターではOSの

問題で不可能な場合が大半である。

● リモー トログインに よる情況把握,診 断

何等かの不具合いが発生 した場合 あるいは定期 的な点検を行 う場合、メーカーの

サポー ト要員がユーザーのシステムにログイン出来無 ければな らない。サポー ト

要員は遠隔地にあるユーザーのシステムに リモー トログイ ンし、診断プログラム

を動作 させ るな どして、ユーザーのシステムの情況把握、診断を行 う。

● リモー トログインによる復 旧作業な ど

サポー ト要員が情況把握、診断な どを行い情況が判断でき、かつ遠隔操作 で復 旧

が可能であれ ば、そのまま復 旧作業 を行える。

●その他

サポー トを重点的に考えれ ば、 リモー トログイ ンの用途は診断 と復 旧作業に終始

するが、実際には リモー トログインが出来ればユーザー と同等の操作 が遠 隔地つ

ま りメーカーのサポー トセ ンターか ら行 える訳 であるか ら、様 々な応用は可能 で

ある。汎用機、オフコンな どでは既 にこのよ うな形態でサ ポー トを行 っている例

も多い。それ らの場合多 くはコンソール と呼ばれ る、計算機 を特権的に操作でき

る端末 として遠隔地から接続す る形態 をとっている。

2.3.2自 動 ログ

ユーザーのシステムには動作情況を記録する機能 と、場合 によってはその記録 をメーカー

のサポー トセ ンター に定期的に送付す る機能が必要になる。 これは例 えばデ ィスク装置の

エラーの情況 と発生時刻 を記録 した ものや不正な使 用があった時の情況 と時刻 を記録 した

ものな どである。汎用機、オフコンな どではこれ らの記録 をもとにハー ドウェアの故障時
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期 を事前に予測 し、実際に障害が発生す る前に、サー ビス部門に対 して交換指示 を送 出す

るとい う大掛か りな リモー トメインテナンスを実施 しているメーカーもある。

これも、パー ソナル コンピュータでは極めて実現が困難 な機能である。

2.3.3メ イル機能

●一般 メイル機能

ユーザー とメーカー、ベンダー あるいはユーザー間で電子メイルの交換 を行 う機

能である。 これはネッ トワークの基本的な機能 で、特に管理システム、ユーザー

サポー トを意識 してはいない。 ただ し、用途 とい う観 点で、ユーザーサポー トの

ためのネ ッ トワークを考えると以下の項 目があげ られ る。

●電子メイル による問い合 わせ と回答

ユーザーがシステムを操作す る上での不明点や、緊急性 の低 い と思われ る トラブ

ルなどに関 してメーカーに問い合わせ る用途。 これは従来FAXを 用いて行 われ

ていた内容 を電子メイルに置き換えるものである。 メーカー側 も電子 メイル を利

用 して回答ができる。

サポー ト対象 になっているシステムか ら操作中に質問事項 をメーカーに送付出来

ることは、作業をよ り簡便 にすることができ、ユーザー側,メ ーカー側 ともに省

力化が図れ る。

●電子 メイル による発注,依 頼等

ユーザーがシステム運用にまっ わる消耗品などを発注するために電子 メイルを利

用す る。 あるいは緊急性 の低いサービス依頼等を電子メイルを用いて行 う。 これ

についてもユーザー、メーカー ともに省力化の要素 となる。

重要な点は、電子メイル によってユーザーの要求がメーカーにホ ッ トライ ン的 に

つながることか ら、メーカーは消耗品、サー ビスのオーダー を確実 に吸い上げ る

ことができることである。 メーカーは確実 に自社製品 をユーザーに供給 出来 るの

で販売、流通 についてのメ リッ トがある。

●電子 メイルによるアナ ウンス

新製品の情報、新 しいバージ ョンの リリース情報、バ グ,障 害の報告等を短時 間
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でユーザー全体にアナウンスす る事ができる。

2.3.4対 話機能

対話機能は、電子メイル が 「郵便」であるのにたい して、電話 に相当す るものである。 し

たがってその特長は、実時間で相手 との対話 が出来 るこ とである。ユーザーが実時間で

メーカー と対話が出来 るこ とは、障害発生時の状況把握や問い合わせ を主 としたサポー ト

には効果 が期待できる。

このような実時間の対話機能は、汎用機 などワークステーシ ョン以上のコンピューター シ

ステムではすでに利用 され ているが、伝達の媒体は文字である。すなわち、 こちらでキー

ボー ドか ら打ち込んだ文字が相手画面に表示 されるとい う形態である。

実際にこのよ うな対話機 能を広 く一般 に受 け入れ られ る物 にす るためには、ユーザー に

取って扱 いやすい、文字以上の媒体を用いなければな らない。 その部分がマルチ メデ ィア

の取 り入れ られ るべ きところ といえる。例えば、音声や画像を用いたテ レビ電話のよ うな

形態、あるいはオペ レーシ ョン中のユーザーシステムの画面がデーター として会話中の音

声 ともにメーカーのサポー ト要員が受け取れ るといった形態 を考えてい く必要がある

2.3.5フ ァイル転送機能

これは、単にコンピュータ間でファイルのや り取 りをするとい う意味で、例 えばユーザー

が異常のあるファイルをメーカーに転送 し解析す る、あるいは不具合い を修整 したプ ログ

ラムをユーザーに配布す るとい う機能 として利用することが出来 る。

また、広い意味でとらえてデーターベースへのアクセ スも含 めて考 えれば、メーカーが用

意 した、メインテナンス情報や無償配布 してい るツールのデー ターベースにユーザーがア

クセスし必要な情報や、プ ログラムを引き出 して利用するとい う形態 が考えられ る。

2.4優 位性 ・必要性

ネ ッ トワークの優位性 としてはまず、単純に計算磯 間がつながれてい るとい うことでファ

イル転送やデーターの共有 が図れることである。 これは、北海道地域のよ うな広大な面積

を有す る地域では、みかけ上の距離をゼ ロに近 く出来るとい うことで大変な利点が有る。
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特にサポー トについていえば、アンケー トの分析にもあったよ うな、出張サー ビスに出向

いた結果、多大な時間と費用を費やすべ き内容ではない ことも、少なからず あるとい う現

状も回避出来 る。出張サー ビスを実施す る以前に、ユーザーのシステムの状態を的確 に判

断できれば、出張サー ビスの必要の無いケースや出張サー ビスを した結果、判断 ミスで現

地での対応ができない とい うことも防げるわけである。

ユーザーシステムの情況を的確 にメーカーのサポー ト要員に伝 えること、ま して情況 を判

断することは、特別なケースをのぞいてはユーザーにそれ を要求す ることが不可能で ある。

しか し、サポー ト要員が事前 にユーザーのシステムに リモー トログインす るな どして、状

況が的確 に判断できれば、迅速で的確な対応 ができるばか りではな く、不慮の無駄足 も避

けられ る。

ネ ッ トワークは単に計算機 間の接続だけではな く、ネ ッ トワー クに多 くの計算機 、あるい

は組織 がつながる事で別の利点が うまれてくる。多 くの組織 がネ ッ トワークによって接続

され ることでネッ トワークは社会基盤 としての役割 を果たすよ うにな る。例 えば、CAD

システムの利用者 と部品メーカーが同 じネ ッ トワーク上 にあ り、部品メーカーが 自社製 品

のCADデ ー ターをネッ トワーク上 に公開すればCADシ ステムのユーザーはそれ を利用

して設計作業 が進め られるわけである。また、部品メーカー側か ら見れば、データーを公

開 してい る部品が販売出来 る可能性はひ じょうに高くなる。つま り、ネッ トワークが商業

基盤 としての役割を果たす ようになる。広い北海道地域では、 このよ うな形 で企業間の関

連 をつ くり新 しい需要を開拓するすることも、産業の発展 につ ながる物 と予測 され る。

次にマルチ メディア特に画像や音声の利用 にっいて考え る。管理、サポー トを目的 とした

ネ ッ トワー クに要求 され る機能は前述 の通 りである。 しか しながら、機能面だけで とらえ

て も広 く利用 されるためには不足な点 もある。前述の機能は、文字やプログラムといった

範囲ではコン ピューター技術者 を中心 に既に利用 されているものであるが、やは りそれ ら

は専門家の手によらなければ、使 えないものである。

最近になってマルチメディア とい う形で、 コンピュータの利用 をより手軽な ものに しよ う
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とする試みも多 くあ り、実際に製品 となっているもの もある。 ボイスメイル といわれ る音

声 によるメイルシステムは米国を中心 として普及を見せお り、実用に用い られ ているマル

チ メディアの良い例 である。 このシステムはマイクに向かってメ ッセージをデジタル的に

録音 し、それをデーターと してネッ トワークを通 じて相手先に送るものである。操作につ

いては、容易に操作のできるGUIを 装備 しているので、ほとん どキーボー ドを打鍵す る

必要がなくコンピュータに不慣れなユーザーであっても手軽に利用で きる。

だれでも手軽に利用できるとい うことは、非常に重要なことである。 コンピュー タやネ ッ

トワークが極めて高い能力や可能性を持っていても、専門家だけが利用す る物であればそ

の利点も限定 された範囲になって しま う。

ボイスメイルについては、業務上の用途でメッセージを録音す るとい う行為が、 日本人に

とっては幾分抵抗があることから爆発的な普及は見せていないが、その安易 さとい う優位

性は試用 した者の共通の感想 として伝えられ るところである。

画像 については、一般的にはその情報の密度の高 さが利点である。画像は短時間で多 くの

情報を伝 える用途に適 している。特 に、管理、サポー トとい う点 に着 目してみる と、サ

ポー ト要員がユーザーシステムの情況を把握する場合には、その画面が見 られ ることは非

常 に便利なことである。現在ユーザーのシステムに障害が発生 して、緊急 な対応 が必要 と

された ときには、電話でのや り取 りが多い。サポー ト要員は操作を事細かに指示 しなけれ

ばな らず、操作の過程でシステムがどのような挙動 を表 してい るかは、ユーザーの 目を通

した不正確で乏 しい情報 を頼 りに対処 していかなければな らないわけである。 もしこれが

ユーザーの操作 と同時に、 システムの挙動も画像 として見 られれば、的確 な判断 と対応 が

可能になる。

最近のアプ リケーシ ョンは伝統的なテキス トベースのアプ リケーシ ョンとは異な り、GU

Iベ ースのものが増えてい る。テキス トベースであれば画面に表示 されたメ ッセージを電

話で伝えることも出来 るが、GUIベ ースのアプ リケーシ ョンの挙動を言葉 で伝えるのは

大変難 しい。ユーザー の操 作 を含 めた全ての状況が画像 に よって得 られ ない と して も、

ユーザーシステムの画面を適時に受 け取る事ができれ ば、それが単なる画面の コピー で

あっても対処は非常に容易な物になる。
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広大な面積 を有する北海道が他の地域 と同様の地域 の情報化 を図ろ うとするな らば、 「距

離 のハ ンデ ィキャ ップ」 を克服 しなけれ ばならない。 コンピュー ターにおいてはネ ッ ト

ワー クを導入す るこ とによって、非常な遠隔地も隣室 も同 じ様 にアクセスが可能 にな る。

地域の情報化 とい うテーマで他の地域 と同 じスター トラインに着 くあるいは先ん じるた め

にはネッ トワークの完備が必要不可欠なものである。

また、ネ ッ トワークあるいはコンピュータを始めとした情報機 器を広 く一般に受 け入れ ら

れ るものにするためには、その手段 としての画像、音声 といったマルチメデ ィア技術の導

入が必要である。

2.5発 展性

本調査研究の 目的 とするところは、教育、メインテナンス、サポー トなどの範囲で、ネ ッ

トワー クあるいはマルチメデ ィア技術の応用を検討することに限定 され るが、この範囲 と

は別 に将来の発展 を考 えるな らば、北海道の地域の情報化 とい う大 きなテーマにたち帰 り、

ネ ッ トワークが情報産業の基盤 となる方向を考えていかなけれ ばな らない。

例えば異業種間での情報交換やデーターの共有な どによって、新 たな需要や産業が生まれ

る可能性 もある。多 くの企業や組織 がネ ッ トワークによって接続 され、ネッ トワーク とい

う一つの社会のなかで、情報 とい う資源 を共有 し、事業を展開する。そ こには、北海道が

首都圏から見て遠隔地だか ら、広大な面積を有 しているか らといったハ ンデ ィキャップは

ない。

本調査研究の中でのネ ッ トワークは実験 とい う形 で、2点 間の接続あるいは擬似的なネ ッ

トワークセンターを想定 しての複数 システムの接続に とどまるが、将来的に実際の運用 を

行 う場合には、ネ ッ トワー クのカバーする地域を徐々に北海道 全体に広げていかねばな ら

ない。 また、北海道地域 の他のネ ッ トワークさらには全国規模 のネ ッ トワーク との相互接

続 をおこない、他 の地域 との距離格差の克服を検討すべきである。

この ようなネ ッ トワーク面での発展 と同時に広 く一般に利用 され るために、マルチメデ ィ

ア技術の利用を進 める必要 もある。現在ネ ットワークに関連 してマルチメデ ィアを考 えた
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時に様々な制限があるが、移動体通信の本格的実用化、通信衛星の利用、ATMの 実用化

な ど高度技術の発展が次 々に快適 な環境を実現 していくこ とにな る。

その様 な環境 の変化 を想 定 し、教育 、メインテ ナ ンス、サポー トだけの利用 では な く、

ネ ッ トワー クその ものを コンピュータ応用システムの新 しい付加 価値 としてメーカーが

ユーザーに提供出来 る仕組み を検討す る必要もある。

また、技術 面においては
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第3章 技術動向

3.1マ ルチ メデ ィア技術 の概要

3.1.1マ ルチメデ ィアの定義

マスコ ミにおけるマルチメデ ィアとは、た とえば技術講座や放送大学のよ うに、書籍 とテ

レビ、すなわち印刷物(静 的)と 電波(動 的 ・解説的)の2つ の伝達手段による情報伝達

を利用す ることで、 よ り正確に受け手に受容されやすい形態で情報 を伝達 しよ うとす るも

のである。 この意味では、マルチメディア とは情報伝達のメディアが複数有 ることである。

情報伝達のためのメデ ィアには、オンライン回線のよ うな通信媒体だけではな く、最近 で

はCD-ROMな どの大容量の光学媒体 も含まれ る。 これ らを 「システムメディア」 とし

て とらえる。

また、別の意味でマルチメデ ィアとい う言葉 が使 われることもある。教育の現場では視聴

覚(AV:AudioVisual)教 育の重要性が指摘 されている。 ここでは、視覚

と聴覚(音 声)を 同時に使 って体験的教育が行 われ る。 このときは映像(ま たは実物)と

音響 とい う2種 類の表現のためのメディアが使われている

特にコンピュータ環境 での利用では表現ためのメデ ィアを 「情報表現 メディア」 として と

らえることにする。

このよ うにマルチメデ ィア とい うときには、情報の伝達のためのメデ ィアが複数 ある場合

と、表現のためのメデ ィアが複数 ある場合がある。 コンピュー タ時代の今 日、あ りとあ ら

ゆる ところで コンピュータを利用 しなけれ ばな らない。 コンピュータ と人 間が うま くコ

ミュニケー シ ョンを しよ うと考 えるな らば、人間のもつす べての感覚器官 を利用す るのが

好ま しい。 このためには情報表現メディアのマルチ化がぜ ひ必要であ る。 そ して、ある情

報表現メデ ィアには、それに適 した伝達のためのシステムメデ ィアがあ り、その意味では

総合的にメデ ィアを考 える必要がある。

3.1.2メ デ ィアの組み合わせ

多 くの場合 、メディアは単体ではな くその組み合 わせ によって高度 な機能 を実現 している。
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伝達のためのメディア と表現のた めのメデ ィアの組み合わせをは じめ、さらにそれ ぞれの

カテゴ リーのメディアが複数組み合わ されることもめず らしくはない。

また、 これ らメデ ィアは単なる組み合 わせ だけではなく、相互依存 してい る場合 もあ る。

た とえば、画像,音 声等の大容量データー を伝達す るためには、従来の文字情報 を中心 と

した伝達ではな く、非常に高速かつ大容量の伝達メディアを用いる必要が ある。動画 と音

声 などの組み合 わせでも、映画のよ うに利 用者がよ り自然に受け入れ られ るよ うな配慮 も

必要である。

このようにマルチメデ ィア環境 では、単に新 しいメディアを導入す るだけではな く、総合

的にバ ランスをとり、組み合 わせ ることが肝要である。

3.1.3人 間の感 覚 とい う 点 か らのマル チ メデ ィア の優 立性

これまでコンピューターは人間の一般的な行動 とはかけ離れた ものであった。 一つにはそ

の起源 が計算す るための機械 にあるか らである。初期の計算機は弾道計算 をす るた めに開

発 された物でそれを利用す る者は極 めて限 られ ていた。操作す るためには高度な知識 と技

能が要求 された。

その後、コンピュー タ技術は民間にも利用 されるよ うにな り汎用 コンピューター として利

用 されるよ うになっていった。 しか し 「汎用」 とい う言葉はあ くまでも計算機械 として し

ての汎用 を示すだけで、数字 とわずかのテキス トを扱 うよ うになった以外は初期 の コン

ピュータ と利用上での取 り扱いはあま り変 わらない ものであった。代表的な利用分野は事

務処理である。

このよ うな情況は ごく最近 に至 るまでっついている。途中パー ソナル コンピュータやエ ン

ジニア リングワークワークステーシ ョンな ど個人 レベルでコンピュータを利用 できる環境

が出現 してきたが本質的にはコンピュータは計算機 としての位 置付 けか ら抜け出てはいな

い。データーが多様化 し数字やテ キス ト以外のデー ター、画像 や音声な どが コンピュー タ

で処理する技術 が発展す る中、それ を操作す る手段は特殊で難 しいものであった。

このよ うな古典的なコンピュータの取 り扱 いは、ほ とんどが文字で行われ る。 キーボー ド

か ら文字を入力 し、結果 もほとん どが文字である。その上、 口語的な表現や文学的な表現
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は受け付 けられない。

マルチ メデ ィアの一つの利点は このよ うな情況 を打開できる点にある。 コンピュータが音

声や動画像 など普段か ら我 々が親 しんでい るメディア と同様の形で出力 をするならば、コ

ンピュータは非常にわか り安い道具 になる筈である。

例えば、オペ レーティングシステムや多 くのアプ リケーシ ョンに付 属す るヘルプ機能で得

られ る情報は文字だ けであ る。文字 を主体に した説明は 「手引 き」 としての度合 が高 く、

少 ない情報量で要点 をっいた説 明が可能であるが、人間が文字 を読 む速度 に限界があるの

と、抽象化 された情報は、同 じ概念 を基礎 に置いていない場合は、正 しく内容が伝わ らな

いこ ともある。元 々文字ベースでの操 作で しかないOSな どは問題 ないか も知れ ないが、

CADや ワープ ロでは文書だけの説明では実際に どう操作す るのか を理解するのは極 めて

難 しい。 百聞は一見に しかずの言葉 どお り操作手順を動画像 と音声すなわち ビデオのよ う

な形で見 られれば、短時間で直感的 に理解できる。

実際、最近では複雑 な家電製品には取 り扱 い説 明書の他 に概説 を紹介す るビデオテープが

付属 しているもの もあ り、映像 が操作の理解 には有効であることも示 され ている。

さらにコンピュータではビデオテープのよ うに一方的な説 明ではな く、在 る程度会話的に

必要な内容だけを得 られ る点で優れ ている。

マルチメデ ィアの第2の 利 点は、よ り人間の感覚に近いデーターがコンピュータで扱 える

点であ る。例 えば、カ タログ販売な どに利用すれば、商品名や価格だけではな く、写真や

動画、音声で商品を紹介す ることが出来る。

現状でマルチ メディア とい えども触覚 を再現す るには至っていないが、視 覚や聴覚 につい

ては充分表現す ることが可能になっている。実際に商品を手 にとるこ とは出来ないが、い

ろいろ眺めることは出来 るわけである。

このよ うにマルチメデ ィアは文字型の コンピュータ利用に比べ て、操作の理解 、データー

の理解 とい う二つの面で極 めて有効な手段 といえる。 また映像、音声 とい う点で ビデオ

テープ と比較 した場合 は、対話的に操作ができるとい う点で ビデオテープにはない優位性

を持 ってい る。

ま とめると、耳からの情報すなわち音声は文字情報に くらべ、多分 に直接 的にはた らきか
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ける感情的要素をふ くみ、使用者の関心を引き付ける効果 がある。

また、 目か らの情報である映像は、短時間で大量に しかも明確に内容を伝達す るこ とが出

来るとい うことがが従来型 の文字情報に くらべ非常に優位 な点である。

3.1.4マ ルチメディア とネ ッ トワーク

人間 と人間 とのコミュニケーシ ョンの間に機械が入 るケース として、実用化は まだ先の こ

とであるが、例 えば自動翻訳電話のよ うな場合を考えて見 る。

このよ うな ときには問にあるコンピュータが翻訳作業 をす る。翻訳機能がない普通の電話

でのコミュニケーシ ョンでも、現在 は多 くの機械でコ ミュニケーシ ョンが支援 され てい る。

この事実 を考えると、人間 と機械、機 械 と機械 のコミュニケーシ ョンの重要性 が理解 され

る。 コミュニケーシ ョンを実現するには、いろいろな表現 メディアで表 された情報 を伝送

す る必要がある。情報の伝送の過程で各種 の表現 メディアの変換があれば便利 である。最

近では電報 を配達する代わ りに電話でその内容を読んでくれ るサー ビスがある。電報は符

号表現であ り、読むこ とによ り音声表現 に変換 され るわけである。

この ような変換 をコン ピュータによって支援す るとい うことは容易に考 えられ るこ とであ

る。各種の表現メディアをコンピュータによって変換 ・認識 ・理解 ・蓄積な どをす るシス

テムを、マルチメデ ィアシステム と呼ぶ。 このようなシステムは人間活動 と不可分 であ る

か ら、需要 と供給が離れた場所で発生 し、い くっかの機器か ら構成 されているので、それ

らの間で各種の表現メデ ィアの伝送が必要 になる。 このよ うなネ ッ トワー クがマルチメデ

ィアネッ トワークといえる。

具体的にマルチ メデ ィアネ ッ トワークに要求 され る機能は、大量のデーターを高速で取 り

扱 う能力である。従来型 の文字ベースのデーターに比較す ると、音声のデーターは膨大 で

あ り、動画像のデータにいたっては天文学的 といえる程 の量になる。

第1に はそのデーターを伝達す るとい うネ ッ トワークの最 も基本的な機能である。 これ は

ISDNを 初 め とした高速通信技術 を主体 として実現 していかなけれ ばな らない。 またひ

ろい意味でネ ッ トワー クの機能をとらえデーター蓄積 を考 えると、音声、画像な どのマル

チ メディアデーターを蓄え、容易に引出 し利用の出来るデーターベース機 能が必要である。
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3.1.5マ ル チ メデ ィアネ ッ トワー クの基礎 技術

本調査の主体であるマルチメデ ィアネ ッ トワーク構想に即 して画像 、音声デー ターの取 り

扱 いと、ネ ッ トワーク技術について考察す る。

3.1.5.1マ ルチ メデ ィ アのデ ジ タル 技術

画 像 、 音 声 何 れ も 自然界 に存 在 す る状 態 は アナ ロ グ信 号 で あ る。 コ ン ピ ュー タあ るい は

ネ ッ トワー クで これ を扱 うた めには これ を数 値化 すな はちデ ジ タル化 しな けれ ばな らな い。

音 声 につ い てデ ジ タル化 の最 も基本 的 な方 法 はPCM(PulseCodeModul

ation)と い う方式 で 、音 声 波形 の波 の高 さを毎秒 数 千回 か ら数 万 回測 定 し、256

段 階 か ら65536段 階程 度 の幅 で数値 化 し記 録す るもの で あ る。 例 えば市 販 のCD(音

楽 用 コ ンパ ク トデ ィス ク)の 場合 に はサ ンプ リング周 波数44.1KHz,16bitA/D(毎 秒4万4

千100回 測 定,65535段 階 で 数 値 化)で 、1秒 当 た り の デ ー タ ー 量 は

16x44100=705600bit/secニ88200BYTEと な る。 実際 に は2チ ャ ンネ ル の ス テ レオ で あ る

か ら2倍 の176400BYTEつ ま り約170Kbyte/secの デ ー ター にな る。 これ は漢字8万 文 字 に相

当す るデ ー ター量 で あ る。

このデ ー ター量 の大 き さが技術 的 に大 きな課題 であ る。 このデ ー ター量 は初 期 のパ ソコ ン

の メモ リー で は、 わず か4秒 分 しか蓄 え られず 、INS64のBチ ャンネ ル1本 で は1秒

間分 の音声 デ ー ター を送 るた めに15秒 を要す る ことにな る。

この よ うな 問題 はデ ー ター圧 縮 技術 の発 達 によ り音 声にっ いて は 有 る程 度 は解 決 され て い

るが、 画像 デー ター や動 画デ ー ター につい てはま だ高い障 壁 が あ る。

次に画像 についてみてみ ると、基本的には音声 と同 じ様 な形で画像 のデジタル化 を行って

いる。 手軽な方法 として最近では一般 のNTSCビ デオ信号を ビデオ キャプチャー とい う

ハー ドウェアをコンピュー タに装着 し、ビデオカ メラの映像 を取 り込む方式が普及 してい

る。パー ソナル コンピュー タ用 の簡易なもので、 ビデオ信 号を640x480ド ッ ト25

6色 の画像デー ター と して取 り込むことが出来 る。 この画像1枚 分のデー ター量は約30
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OKByteで ある。但 しこれは画像 の質 としては良いものではな く、も しワークステー

シ ョンレベルの解像度 と自然な色の再生 を望めば実 にこの10倍 のデーター量になる。

簡易版のビデオ キャプチ ャーで取 り込んだ300KByte程 度のデー・一・ターでもINS6

4のBチ ャンネル1本 で1枚 送 るためのは1分 を要することになる。

動画像については状況 はさらに厳 しい。 日本での一般テ レビ放送は毎秒30コ マを送信 し

ている。 これ は ビデオカ メラ等で も同 じで あるか ら、前述の簡 易型 の画像 取 り込で得 た

データー を1秒 分のデー ター とするためには30倍 の量、や く10MByteの データー

量 となる。 これはパ ソコン用フロッピーデ ィスク10枚 分 に相 当 しINS64で 送 ると1

秒間のデーター を送 るた めに30分 を要することになる。

このように画像、特に動画像 の取 り扱 いには巨大なデーター量 とい う問題が存在 してい る

が、それを有る程度緩和するための工夫がなされてい る。

一つには
、直接 的に画像 の質を落 とし、そ の対価 としてデー ター量 をへ らす手法 である。

具体的には画素数 を減 らす こととフ レーム数 を減 らす ことである。画素数 につ いて考える

と、縦横の解像度 を半分 にする と、画素数は4分 の1に な りデ ーターも4分 の1に なるこ

とにな る。 また、フレーム数 にっいては、通常のテ レビで30フ レーム/秒 であるが、8

ミリフィルムでは18フ レーム/秒 程度で あるか ら、多少不 自然 さは見え るが、15フ

レーム/秒 程度でも、鑑賞は可能である。 実際、パ ソコン用の動画像表示 では10フ レー

ム/秒 前後での標示 を 目安 に してい るようである。仮 に15フ レーム/秒 とす る とデー

ター量は半分になる。

デー ター量が解像度 によって4分 の1に 、 フ レームの間引きによって2分 の1に なれ ば、

あわせてデーター量は8分 の1に なったことになる。

次 にデーターを圧縮す る方法である。デー ター圧縮 には大別 して、元のデーターを全 く損

な うことなく圧縮、伸長す るものと、比較的影響の少ない成分を除去仕手 しま うものの2

種類がある。前者については、プログラムの実行 コー ドや文書等のようにデー ターの成分

を100%再 生 しなけれ ばな らない用途に使用 され る。音声や、 自然画像の圧縮には後者

の方式が使 われるか、前者 と後者 を併用す る場合 が多い。

音声や 自然画像 には多様 な周波数成分 がふ くまれているが、その うち高周波の成分は人間
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が鑑賞する上では、あま り全体 には影響を与えていない。 これは、高周波成分 を人間が検

出できるか とは別の問題である。 たとえば音声でい うと、人間の耳は20Hzか ら20K

Hz位 まで音声を検出できる といわれ てい るが、電話のよ うに4KHz程 度の帯域 しかな

い媒体を通 しても充分 に音声を認識することが可能である。

画像 について も同様 のことが言え、画像を周波数空間に うつ し、高周波成 分を除去 して も

画像 と してはほ とん ど変化 を感 じられない。実際に元の画像 と、高周波成分 をのぞいた画

像をならべて比較 した場合 には、幾分の違いは当然感 じられ るが、画像 と しての質 が著 し

く低下す ることはない。

音声、画像 に限 らずその性質上、高い周波数成分 ほどデーター量 と しては大 きくなってい

く。 この性質 を利用すれば、デー ター全体からかな りの割合でデーターを取 り除いた とし

てもそれが高い周波数成分であれば大きな影響はない ことになる。

画像データーの フォーマ ッ トでJPEGと い う規格 があるが、これはこのよ うな方式で圧

縮 をおこなっている。 自然画像であればJPEGで4分 の1ま で圧縮 しても画質 の低下は

ほとん ど感 じられず、10分 の1程 度 まで圧縮率を上げたて も充分実用に耐える画像 が再

生 され る。

動画像ではフレーム毎 の画像 を圧縮する他 に、時間方向の圧縮、す なわちフレーム間での

データー圧縮 も行われ る。簡単な手法 としては、前のフ レーム と比較 して変化 の生 じた部

分だけをデーター として使 う手法である。 この手法では、例 えば演劇のよ うに背景が動か

ない ときには、動いてい る役者 の周辺 の画像デー ター を記録 していけばよいわ けで ある。

ハイビジ ョン放送はこの ような手法を用いて送信す るデーター量を減 らしてい る
。 またJ

PEG同 様 に動画についてはMPEGと い う規格があ りこのよ うな手法 も取 り入れ られて

いる。

リアル タイム性 が要求 され る動画像の取 り扱いでは、いかにデーターを高速 に圧縮 、伸長

を行 うかが新たな課題 であるが、そのためには高速の計算処理能力が必要 であ る。最近で

はこれ を解決す る専用ハー ドウェアも比較的簡単に入手出来るよ うになってい るが、充分

な質 と速度 を安価で提供す るには至っていない。
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3.1.5.2ネ ッ トワークの技術

現在 のコン ヒ。ユータ ・システムは、ネ ッ トワークを介 した分散型の協調システムが増えて

い る。マルチメデ ィア情報処理 にもネ ッ トワークは重要な要素であるが、まだ、マルチメ

デ ィア情報用 と して特別 なネ ッ トワークは一般的なもの とはなっていない。

まず、一般的なネッ トワー クの機能にっいて考察す るとネ ッ トワー クに要求 される機能は、

情報の伝送,交 換,蓄 積,変 換である。伝送機 能は、離れたデーター機器 の間でデー ター を

伝送する機能である。 よく、パ ソコンとプ リンタの間のケーブルを延長す る、あるいは コ

ンピュー タと端末の間のケーブル を延長す るといった要求があるが、種 々の規格か らケー

ブルの長 さには制約があ り、 自由に延 ばす ことはできない。 このよ うな とき、ネ ッ トワー

クを導入す ることによって離れた機器 間の接続が可能にな る。 さらに、た くさんの機器 が

存在す る ときには、非常 に多 くの配線 が必要 とな るが、ネ ッ トワー クを導入す るこ とに

よって多 くの配線ケーブルを1つ にまとめることができる。

交換機能は、任意の機器 を任意の機器 に接続できるよ うにするための機 能である。 これは、

もちろん理想的な状況 であって、機器 の性 質、能力によっては接続 できない もの もあ り、

接続 して も無意 味なものもある。た とえば、電話網 を考えてみる と、その交換機能 によっ

て、任意の電話 局線 と任意 の電話局線 を接続で きるが、普通の電話 しかつながっていない

電話 局線 とファクシ ミリが接続 されている電話局線を接続 して も意味はない。交換機能 が

ない ときの機器 間の接続 は、それぞれ接続を要求される機器の組合せの数だけの配線 を必

要 とす る。n個 の機器がある ときには、最悪それ らの総ての組 み合 わせ の配線 が必要 とな

る。また、新 しい機器 を導入す るたびに、新 たにその機器 と既存の機器 との間の配管工事

が必要になる。 このような事態は、ネ ッ トワークの交換機能 によ り避 けることができる。

蓄積機能 は、入出力の速度の異なる機器 を接続す る場合や、相手の稼働状態が保証 されな

い場合 に有効な機能である。 た とえば、パ ケッ ト網 の端末ユーザーは、端 末スピー ドを自

由に選択 することができる。高度な機 器か らの出力をネ ッ トワー ク内で蓄積す ることで、

低速の処理 しかできない機器へのバ ッファリング機能を実現 してい るか らである。

また、 ファクシ ミリ網 で提供 され てい る機 能のよ うに、相手が使用 中の場合 には、そ の
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データーを蓄積 し、決 められた時間後や空 き判断によ り、再度転送 を試み ることも可能 で

ある。

蓄積機能は、ネッ トワー クの効率的な利用 にも欠かす ことができない。完全な実時間性 を

保証す ることはできな くな るが、ネ ッ トワークの空いてい るタイ ミングを狙ってデー ター

を送 出でるので、ネ ッ トワークを効率的に運用できるこ とにな る。 実時間性 とい って も、

ミリ秒 単位 か秒単位かの緊急性 は、ネッ トワー クからみると充分に保証できるこ とも多 く

ある。 また、実時間性は必ず しも利点になるとは限 らない。 た とえば、国際電話 では、時

差の関係でその時刻 に相手 を呼び出す ことが、相手に迷惑をかけることになるこ ともある。

電子メールのよ うに、受け手が 自分にとって都合 のよい時間に読めることが利点 にな るよ

うな場合 がこれにあてはまる。

変換機能は、機器 の機 能差 を吸収するために利用される。 た とえば、漢字のコー ドはパ ソ

コンではシフ トJISコ ー ドで表現 され、UNIXの 世界ではEUC(Extended

UNIXCode)コ ー ドが使 われてい る。 さらに通信系 ではJISコ ー ド、 コ ン

ピュー タ ・メーカー各社では、それぞれの独 自のコー ドが使 われているこ ともある。 これ

らの間でデー ターの交換 を行 うためには、 コー ド変換が必要 となる。 また、浮動小数 点

データーの変換 がも必要な ときもある。 よ り高度な変換機能 と しては、将来は通訳電話 の

よ うに、 自然言語間での変換 も考 えられ る。

以上4つ の機能の中で、特 に蓄積機能 と交換機能は、通信技術 とコンピュータ技術 との統

合によ りもた らされた ものであ り、その機能の高度化は コンピュー タ技術の進歩 に負 うと

ころが多い。 このためコンピュータ関連の機器 を接続するネ ッ トワークを考えると、ネ ッ

トワーク としての守備 圏外 に設置 されたコンピューター処理 による機能 とネ ッ トワー ク圏

内のコンピュータ処理 による機 能 との分担の方法が難 しくなることがある。電話 を例に と

ると、短縮 ダイヤル機 能 を電話 局(ネ ッ トワー ク内)で 提供す るのか、電話機(ネ ッ ト

ワーク外)で もつべ きかは議論の分かれる ところだが、ユーザーか らみた機能 としては差

異はない。

特 にマルチメデ ィア とい う観点か らネッ トワー クを考えると、前述のよ うにデー ター量 が

大 きな問題 である。マルチメデ ィアデーターは必ず しも画像や音声だけではな く ドキュメ
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ン トのよ うな比較的データー量の小 さな物 もあるが、やは り中心 となるのは画像や音声で

ある。デー ター量の膨大 さは、伝送時 間の増大 に直結 している。専用デジタル回線やIS

DNな どによってデーターの伝送速度 は飛躍的に改善されてい るが、動画像や音声 を良い

品質で高速に伝送す るところには達 してお らず 、品質を保つた めには実時間性は犠牲に し

て多 くの時間をかけてデーター を伝送 しなければな らない。

NTSCの ビデオ信号を充分な品質で再生するためには、10MByte/secの 速度

が必要 といわれ てい る。 これ は100Mbpsに 相当す るのでINS1500の 約60倍 、INS64の70

0倍 の速度 を要求 され ていることにな る。 さらにネ ッ トワークは回線 を複数のシステムで

共有す る場合もあるので、実際はこの数倍の帯域が要求 され る。

したが ってデーター圧縮 をは じめ としたデジタル処理の技術 はネ ッ トワー クのマルチメ

デ ィア化 にとって非常に重要 な要因である。

3.1.6ネ ッ トワー クの一般的ニーズ

ネ ッ トワークにでは様々な利用 が考え られ るが、還元 していえば、資源 の共有 とコ ミュニ

ケーシ ョンの2点 に集約 され る。ネ ッ トワークを通 してのファイル の共有、入出力機器 の

共同利用、遠隔CPUの 使用、ファイルの転送な どは全てネッ トワー ク上 の資源 を広い意

味で共有す るこ とである。また、電子 メイルや場合 によっては リモー トログイ ンな どはコ

ミュニケーシ ョンに属す るものである。

マルチメデ ィアネ ッ トワー クではそれ までファイル といえばほ とん どがテ キス トやプログ

ラムや数値デー ターであったのに対 して、画像や音声のデーターがファイル と して取 り扱

われ、電子 メイルは動画像の実時間通信すなわ ちテ レビ電話の様 な物になるか もしれない。

実際最近ではボイスメイル とい う音声 を録音 しネ ッ トワークで電子 メイル として送 るシス

テムも一般化 している。

このよ うにマルチメデ ィアネ ッ トワー クでも従来のネッ トワークでも要求 され るものは基

本的 には同 じである。異な るのはま さに媒体であ り、具体的にはおそ らく画像や音声がそ

の中心になると言 うことである
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3.1.71SDN応 用の可能性

電話網 のサービスは長 い間、音声の伝送 を目的 としてきた。離れた ところ とのデー ター交

換のための伝送路 としては、電話線 が最 も簡単で、 しかも唯一 といえるものであったので、

現在私 たちのデーター通信 も電話線 を利用 して行 うことが一般的である。 しか し、パ ソコ

ン通信 の例な どを考 えた ときディジタル信号をモデム装置でアナログ信号 に変換 し
、相手

先でまた アナ ログ信号か らデ ィジタル信号 に変換す ることは非常に無駄な よ うに思われ る。

しかも電話 局の間はすでにディジタルで音声信号を送 ってい ることを考 えるれ ばなお さ ら

である。 これはパソコン通信 のみならずファクシ ミリにおいてもいえることである。電話

網全体 をデ ィジタル化す るな ら、加入者の ところまでディジタル化 され るのが必然 であ る。

INS(InformationNetworkSystem)64はISDN(I

ntegratedServicesDigitalNetwork:サ ー ビス統

合デ ィジタル網)の 日本 での呼び名であ り、電話網全体 をディジタル化す るもの である。

加入者 のところには2B+D(64kbps×2+16kbps)の データー転送能

力が提供 されている。 この能力はこれまであきらめていた遠隔地 を結ぶ公衆網 でのマルチ

メデ ィア情報の伝送だ けでな く情報処理を可能 とする材料のひ とつである。

ISDNは 従来 の音声電話網、ファクシミリ網やデーター網 などの統合 を意味 しているが
、

単に物理 レベル での網の統合だけではない。ディジタル化 のメ リッ トを十分 に生か し、通

信の中に処理機能をもち込むこ とで、 これ までにない機能(サ ー ビス)を 提供 しよ うとす

るものであ る。また、複数の網 を統合することは、網間のメデ ィア変換 の可能性 をも大 き

なもの としている。

ユーザーに とっては、少な くともこれ まで電話回線 で接続 された機器同士はせいぜ い96

00bps程 度 にその通信速度 が制限 され てきた ものが、64kbpsと6倍 強の伝送速

度が与 えられ る。 また9600bpsの モデム装置では、回線 状態 によって伝送速度が影

響 を受けるが、ISDNで はいつ も64kbpsの 伝送能力を利用できる。

ISDNのD信 号の開放は、回線交換 の交換制御 をユーザーに開放 するこ とを意味 してお

り、ユーザーが積極的 にこの信 号を利用す ることで、アプ リケーシ ョン指向の通信形態が

49



第3章 技術動向

実現 でき、画期的な利用法も生まれ る可能性 もある。

ISDNで の高速なデーター転送能力 を利用 して、これまで考 えられなか った よ うなサー

ビスが試み られた。その1っ は 自然画 キャプテ ンである。 キャプテンは、それ までモザイ

ク的な画素を組み合 わせ て図形 を表示 していたため、マンガ的な図で しか表現が できな

かった。 これ は電話回線 の伝送能力では膨大な 自然画データー を転送す るこ とが出来な

かったからである。ISDNの キャプテ ンでは、ITV(IndustrialTel

evision:工 業用テ レビ)で 写 された映像の一部 を切 り出 してデーターベースに蓄

積 し、ユーザーか らの要求により引き出せ るよ うになっている。

一般電話網 でのテ レビ電話の規格 もあ り、実際に商品 としてもでまわっているが、 これは

映像の伝送 中は会話 が中断 され るものである。ISDNで のテ レビ電話は2Bの1つ の

チ ャンネルで音声を、他 のチャンネルで映像 を転送 できるので会話 は中断す るこ とがない。

また映像 に関 して も擬似的 に動画 に近いもの も転送でき、本 当の意味でのテ レビ電話 に

なっている。

ディジタル ・ファクシ ミリは、それまでの規格 であるG3の4800bps(オ プシ ョン

で9600bps)に 比較 して、データー伝送ス ピー ドの向上によ り、高速な伝送 ができ

るだけではなく、文字 と画像 との混在を許すため、 コー ド化 されたデーターについては比

較にな らないほ どの高速性が実現 されている。 このよ うな規格 に対 しては単にファクシ ミ

リとい う機械ではなく、簡単な文書処理機械(ド キュメン ト・プロセ ッサ)が 電話回線 を

介 して接続 された とみ るべきだろ う。

データー転送能力がISDNで かな り大きくなった といっても、マルチメデ ィア情報処理

で対象 とす るデーター を何不 自由な く転送できるわけではない。対象 によっては帯域圧縮

技術を駆使 して64kbpsに おさめる努力がされている。

しか し、 これは今後の処理技術 の進歩を考 えると問題 もある。現在考えていない処理が必

要になった とき、すでに圧縮 されていて復元が不可能 となるこ とも考え られる。情報処理

技術の進歩 と、半導体技術 の進歩による素子の低価格化 は、DSP(DigitalS

ignalProcessor)を 利用 して2元 のステ レオ信号か ら4元 の信 号に分離

し、サラウン ド回路 を実現 してい る。 ステ レオ信号が極 限にまで圧縮 され てい るとこの よ
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うな処 理 も直接 には困難 に な るだ ろ う。

そ れ ま で高 速 なデー ター通信 とい えば 、48kbpsのDDX(DigitalData

eXchenge)を 指 して い た。48kbpsは 、音 声 の8ビ ッ ト(振 幅 ・同 期)で 、

8kHzサ ン プ リン グの64kbpsを も とに、各バ イ トのMSB(MostSign

ificantBit)とLSB(LeastSignificantBit)を 同

期 用 に利 用 す るた め、64×6/8で48kbpsで あ る。 この よ うにデ ー ター 通 信

も電 話 系 との整 合性 を考 慮 して 計画 され て い る。ISDNが64kbpsの 転 送 能力 を提

供す る こ とは、 それ ま でDDXで 通信 され てい た用途 に も、一 般 の 電話 が 使 われ る可能 性

を示 してい る。

電話 回線 は 回線 交換 で あ り、 情報 の伝 送 の有 無 を問わず 、 通話 接続 時 間で 費用 がか か るが 、

パ ケ ッ ト回線 は伝送 した情 報 量 に比例 した従量 性 の料金 で あ る。 多 くの コ ン ヒ。ユ一 夕 ・シ

ステ ム では 、64kbpsに 対 応 す るデー ター を伝 送す る こ とは容 易 で は な く、 また ユ ー

ザー か らの端 末 入力 はせ いぜ い100bps程 度 であ るか ら、 パ ケ ッ トが料 金 的 に有利 で

あ る。 しか し、 現在 は多 く の情報 機 器 が分 散 してお り、 しか もそれ らの 多 くが か な りの

デ ー ター ・バ ッファ を もって い るので 、い った んバ ッファ の交換 を行 って ゆ っ く りと仕 事

をす る とい った使 い方 もで き る。

た とえば 、多 くのパ ソコ ン通 信 のユ ー ザー は、 自分宛 の メール や 自分 の興 味 の あるニ ュ ー

ス をい づ た ん 自分 のパ ソコン に取 り込 んで 、ゆ っ くり読 み 、返 事 をそ の機 械 で 書 く。 そ の

後 、 再 び ホス ト ・コン ピュー タを呼び 出 して返事 を送 るわ け で あ る。 この よ うにバ ッフ ァ

を効 率 よ く使 うよ うなプ ロ トコルが 開発 され るべ きだろ う。

今 後 のISDNの 利 用 は多 くの新 しいア プ リケー シ ョンを生 む もの と期 待 され る

3.2北 海道 のマル チ メデ ィア技術

3.2.1ア ンケー ト回 答か らの抜粋

本 道情 報 産業 の ネ ッ トワー クや マル チ メデ ィア に対 す る取 り組 み を、 ア ンケー トの抜粋 か

ら考察 す る。
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3.2.1.1ネ ッ トワー ク環境 受 け入れ の背景

ア ンケー トで はISDN等 の デジ タル 回線 を使 用 してい るか と言 う質問 をユ ーザ ー,メ ー

カー の双方 に行 って い る。 このデー ター か ら見 る限 りユ ーザ ー とメーカ ー の間 には極端 な

差 はない。 しか し実 際の利 用 内容 を見 る と、ユ ー ザー はISDNを 電話,FAX等 の情報

機 器 のた めに使 用 してい るケー スが多 く、 メー カー にっ い ては実 際 にネ ッ トワー ク での利

用や ユーザ ー に対す る何等 か のサー ビスを行 って い る とい う場合 が多い よ うで あ る。

デジタル回線所有の割合

ユ ー ザ ー

19%

(43社 中8社)

メー カ ー

22%

(59社 中13社)

メーカーの22%と い う数字を多数 と見るか小数 と見るかは解釈の分かれ る点ではあるが、

メーカーの開発環境によっては必ず しも外部 とつながる必要はないので、 この数字か ら本

道のネ ッ トワー ク運用や技術的背景が他の地域 に比べて立 ち遅れてい るとはいえない。外

部 との接続 はな くとも、ほ とん どの企 業はLANに っいては何等かの形で利用 してい るの

で、必要があればいつでも広域ネ ッ トワー クを利用 できる技術基盤 は持っている といえる

だろう。

次のデーターは商用BBSサ ー ビス、い わゆるパ ソコ ン通信の利用 に関 してメーカー、

ユーザーにそれぞれ たずねた ものである。 メーカーではその利用度 は高 くなってお り、

ネッ トワークの利用 とい う点ではその文化的基盤は充分に出来上がっているといえる。
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パ ソ コ ン 通 信 の 利 用

ユ ー ザ ー メ ー カ ー

仕 事 で 使 って い る 10 34

趣 味 で 使 っ て い る 8 3

使 って い な い が 興 味 有 り 24 17

使 って い な い 興 味 無 し 5 4

使 っ て い な い 興
味 無 し

使 っ て い な い が
興 味 有 り

趣 味 で 使 っ て い

仕 事 で 使 っ て い

る

一

一

カ

ザ

ー

ー

メ

ユ

ロ

■

(無回答等を除 く)

実際に広域ネ ッ トワークを運用す るためには、相応の技術的背景がなけれ ば難 しい面もあ

るが、パ ソコン通信 並みの手軽なアクセ ス方法 を提供す るこ とが出来れ ば、道 内のコン

ピュータ関連企業はいっでもそれを利用 して自社製品のサポー トや新 しい付加価値 を製品

に加えるこ とが出来 るだけの用意は有るといえる。

また、メーカーのイ ンターネ ッ ト利用は59社 中8社(13%)に 登 っている。 このよ う

な割合は全 国的に見て非常に高い割合 である。 インターネ ッ トの利用は今 のところ費用的

にも技術 的に も負担 が大 きいに もかかわ らず、高い割合 で利用 され ている ことか ら見て、

ネ ッ トワークに関 しての本道の技術 レベルが期待できるものであることを示 している。

次のデーターはメーカーに対 して充分 なネ ッ トワーク技術 を保有 しているか をたずねた も

のである。7割 がネ ッ トワークに対 して技術的対応が可能であることを示 してい る。
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ネッ トワークに関す る技術蓄積はあるか

7、言

不 可 充
s?

1。惰

充分:多 様な技術 に充分対応できる

可能:一 般的なネッ トワー ク機能 を製品に反映できる

不足:技 術蓄積が足 りない

不可:対 応できない(必 要ない)
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3.2.1.2マ ル チ メデ ィアへ の取 り組 み

次 のデ ー ター は メーカ ー に対 して、 マルチ メデ ィア製 品 の生産 又 は開発 を行 ってい るか を

たずね た もの で あ る。 ほぼ 半数 が 「してい る」 との回答 で ある。 「して い ない」 の 回答 の

なか には 、オ フコン関係 の アプ リケー シ ョンメー カー、制御 専 用 システ ム の メー カ ーな ど

も含 まれ るの で、実 際 にマル チ メデ ィア を取 り入れ られ る種 類 のシ ステ ム を手掛 け てい る

メーカ ーだ け取 れ ば さ らに多 い割合 で マルチ メデ ィアへ の取 り組 み が有 る と予想 され る。

現在マルチメディア関連製品を製造 あるいは開発 してい るか

し て い な

5しlx

し ス ☆ る

次のデーターはマル チメデ ィア関連製品を製造又は開発 しているメーカーの中で主にどの

よ うなマルチ メデ ィアデーターを対象 とした製品を扱 っているかをたずねたものである。

のよ うなデーターを扱 うマルチメデ ィア製品を手掛けているか

そ の 他

,i,x

唄3鴨

17文

「画像」 との回答が多いのは予測 されたものであるが、音声、動画が有 る程度 の割合 を占

めている点が注 目され る。画像だけで有れば従来製品の延長 として、取 り扱いやすい項 目

であるが、音声、動画を扱 うとい うことは本格的 にマルチメディア製品に取 り組んでいる
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メーカー が予想 以上 に多い こ とを示 してい る。

一 方、次 のデ ー ターは マル チ メデ ィア製 品へ の取 り組 み はな い と回 答 した メーカ ー にた い

して、そ の理 由 をたず ねた もの であ る。

メーカーへの質問

マルチメデ ィア製品を手掛 けない理由は

そ の 他

18%

技 術 不 足

43%

時 期 尚 早

12%

マッチせ ず

27%

自社製品の性格上マルチメデ ィアがマ ッチ しない、時期 尚早な どの回答があるが、注 目さ

れるのは技術不足 との回答である。 これは何等かの形で 自社製品にマルチメデ ィア技術 を

取 り込んで行 きたいと考 えているが、実際にはそれを行 うための技術的な蓄積が不足 して

いるとい う状況である。

しか し、 このよ うなメーカーでマルチメデ ィアに関す る技術 が現状不足 しているとしても、

それぞれ特化 した技術 を貯えてい る企業では、マルチメデ ィア技術をパ ッケージ化 された

状態で提供 出来れば 自社製品に反映 し、新 しい製品を開発 してい くこ とも可能である。
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一
㈱ク レビス

●気象総合システム

トータルな気象機器 の選択から始ま り、システム的 に使用する為に必要最小 限

の気象機器 の提案を し、各気象機器の設置か らメンテナンスまで一貫 したサー

ビスを行 なっている。

また、データロガーや コン ピュータを使用 したオンライ ンシステムを提案 し、

当社か らの リモー トメンテナ ンスを実現 している。

リモー トメンテナンスでは毎 日のデータ回収 により、各機器の動作状況やセ ン

サーの異常な どが即 座に発見でき、メンテナ ンスに行 く時には どのよ うな部

品を手配すれば良いのかがわか り、修理が手早 く可能 になった。

㈱ ピー ・ユー ・ジー

● マイ ク ロ ・ペ 一一ジ ・システ ム(MPS)

大 日本 印刷 と共 同 でカ ラー 印刷 用 コ ン ピュー タシ ステ ム(MPS)を 開発 した。

これ は カ ラー 写真 な どをス キ ャナ ー で読 み取 り、4色 に分解 、 色 の合成 な ど各

種 画像 処 理 を加 え てカ ラー印刷 用 の フ ィル ム を 自動 作 成 す る シス テ ム で あ る。

従来 の手 作 業 に よる製 版 プ ロセス の コン ピュー タ化 、集 版業 務 の合 理化 を実 現

した。

今 後 は 「NewGenerationPublishing」 をキー ワー ドに印刷 、 出版 、放 送 な ど

あ らゆ る メデ ィアの電 子化 を推進 す るシステ ム開発 を 目指 してい る。

● ネ ッ トワー ク,画 像 に関す る高度 な保 有技術 を背 景 に、 マル チ メデ ィア製 品,

タイ トル の開発 を始 め、北海 道地域 の マルチ メデ ィ ア産業 振興 の先駆 者 と して

多大 な成 果 をあげ てい る。
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㈱ ケ イオス

●KSS-501,KSS-601,COLOR-EYE

目視検 査 の 自動化 とい うテ ーマ に取 り組 み 、人 間の 眼 が もつ色 彩や 形状 の把 握

とい った複合 的 な機 能 を分解 、 それ ぞれ の単一機 能 を実現 す る画像 処理 装置 を

開発 した。

CCDカ メ ラ とマ イ コ ンに よ り外観形 状 を高速 で検 査 す るKSS-501、 パ

ソコンネ ッ トワー クにお け る 目視 検査端 末装 置 のKSS-601、CCDカ メ

ラ とマ イ コンに よ る色 彩抽 出 シス テムのCOLOR-EYEが それ で あ る。

他 にもCAD支 援機 器 で オ フ ライ ンデ ー タバ ッフ ァのMatchMakerシ

リー ズな どCAD/CAM関 連 のペ リフ ェ ラル の開発 に も積極 的 に取 り組 ん で

い る。
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第4章 概念設計

4.1全 体構想

マルチメデ ィアネ ッ トワークの基本的な形態 としては従来のネ ッ トワーク と根本的 に変 る

部分はない。 しか し画像、音声に代表 され るマルチメデ ィアデーターを取 り扱 うた めには、

従来のネ ッ トワーク機 能に加えて、 さらに拡張 された機 能 と能力が必要になる。

マルチメデ ィアデー ターは、従来か らのテ キス トを基本 としたデー ターに比べ ると膨大 な

データ・一一・量 にな る。 第1に 大きなデー ター量を扱 えるとい うこ とが このネ ッ トワークに要

求され る事柄である。 ネ ッ トワークの基本機能であるデーターの伝達 と蓄積 とい う観点 か

らみると、それ ぞれに対応 して伝達の速度 とい う点では通信回線の速度が主な要素に、蓄

積 とい う点では物理的な記憶容量 とデーターベースの機能が主な要素 になる。

ネ ッ トワー クを北海道地域 の情報化 とい う目的 の観点か ら考えると、このネッ トワークは

容易に構築、接続、運用が出来 ることを重視 しなければな らない。 ネッ トワー ク自体 に関

する技術は確立 され てお り、マルチメディア とい う要素が含 まれた としても、その個々の

技術について掘 り下げ るのは本調査研究の主たる目的ではない。

道内の中小 を中心 とした情報産業では、ネ ッ トワークを自力で構築 し運用す るこ とは、技

術 面、資金 面何れ を とって も負 担は大きい。 ま た多 くの割合 を占めるパ ー ソナル コ ン

ピューターや低価格 ワークステーシ ョンのユーザーに取ってネ ッ トワー クを運用す るこ と

は非常に難 しい。

このネ ッ トワー クがメーカー,ベ ンダー側 に提供す るものは、技術的な負 担を最小限 にお

さえてネ ッ トワークを利用す るための、いわば標準パ ッケージ化 された技術 である。 また

ユーザー に提供す る物はネ ッ トワークを意識することな くメーカー
,ベ ンダー が提供す る

サービスを受 けられ る同 じく標準パ ッケージ化 された機能 である。

実際のネ ッ トワークの構成 を考える前 に、メーカー,ベ ンダー とユーザー に対 して どの よ

うな形で機能を提供す るかを説明する。機能提供の形は2種 類を用意す る。

第1に は、このネ ッ トワークを利用す るた めの一般的なアプ リケーシ ョンをパ ック した
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セ ッ トである。 このパ ックには、メイル機能、ファイル転送機能、メーカー問い合 わせ機

能 、掲示板機 能な どが含 まれ るもので、 これ らの機能をGUIで 手軽に操 作できる様 に

なってい る。実際の通信は内部 で 自動的に行われ、 メーカー,ユ ーザー ともネ ッ トワーク

を意識す る必要はない。

このパ ックはメーカーの ソフ トウェア製 品 とは全 く独立であ るが、サポー ト,教育 とい う

シチュエイシ ョンを想定 した一般 的な機能を提供する。

＼ ユーサ㌧ アプ リケーション

甚 大 パ ッケージ

/一 /

一,

i翻 懸!il叢
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口
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諭llii… 欝.一 一1寺lx、 ㌔㌔'

`藍o遇1袈 漁 燈

醐 ■l

i石虻
'
・く・さシζ÷:・:

∈

ノ

≦…

i:斌禄撒 き=
i－ 句

i5徽 ζ獄

＼ 宮 田

ネ ッ ワー ク

＼

1 }
ll ll

ロー ロー

苫
ユーサ"一 アフ◆リケーション

基本パ ッケー ジ
一 基本パ ッケー ジ 辛

ユ ー ザ ー メ ー カ ー

第2に は、 メーカーに対 してネ ッ トワークを利用す るための機能を 自社アプ リケーシ ョン

に組込む手段を提供す るものである。 これはこのネッ トワークを利用するための、基本手

順 をC言 語のライブラ リとして提供することで、 メーカーが自社の ソフ トウェア製品に

ネ ッ トワーク機能を付加 し、よ り高度 なサポー トを可能にす る。例 えば、運転情況をメー

カーのサポー トセンターに レポー トす る機能 を製品 ソフ トウェアに与 えることができる。
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ユーサ㌧ アブ'リケーション

薗

ネ ッ ワー ク

Φ
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口 ロ
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魎N Φ

11111

一 －

C=コロ
【=】口

=

.

.

、

鐡
騰
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口
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ノ ＼

ll
ll

ll
llロー ロー

苫
ユ ー ザ ー

まれ たネ ッ トワー ク機能

一
メ ー カ ー

早

4.2ネ ッ トワー クの構成 につい て

ネ ッ トワー ク運 営 は ネ ッ トワー クセ ン ター を設 置 し、 そ れ を 中 心 と して行 う。 ユ ー ザ ー,

メー カ ー 間 の通 信 で あ って も、 ネ ッ トワー クセ ン ター を経 由 してデ ー ター の 交換 を行 う。

ネ ッ トワー クセ ン ター は 実 際 に は 、 こ のネ ッ トウー クを 運用 す る企 業 の一 部 を間借 り し、

ワー クステ ー シ ョンを設置 す る程度 の規模 と考 え られ る。

単 に特 定 メー カー の製 品サ ポー トを 目的 とす るな らば、通 信 は 特定 メーカ ー とユ ーザ ー の

間 で個別 に確 立す るだ けで充 分 で あ るが、 ネ ッ トワー クセ ン ター を経 由 して通 信 を行 う利

点 がが い くっ か ある。

/シ 〔三 ⊃

蜘遣罰 ヨ讐二隠
隠:1;.cの 巨 ヨ ネ

。,ワー,セ ン,一 匝 コ

まず、参加企業に対 してネ ッ トワークに関する技術 を供与する上で便利であると言 うこと

、

、w

コκ' ×一 コ+かAの
一 ユーサ㌧

、 ノ
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ができる。参加企業は 自社のユーザー との間で個別に通信 を確立す るのではなく、ネッ ト

ワークセ ンターを経 由す るとい う形態 をとることによって常に標準化 された手段でネ ッ ト

ワークの運用ができるよ うになる。 また、参加企業のなかでこのネ ッ トワークの関連技術

として開発 された物を、参加企業全体で利用するすることも考えられ る。

つぎに、基本的な部分 で参加企業がカバー しきれない機能 を提供することができる。た と

えば、パー ソナルコンピュータベースのシステムを使用 しているユーザーは夜 間はシステ

ムの電源 を落と してい るこ とが多い。 この場合 メイルの配送が出来ないこ とになる。 これ

をネッ トワークセンターのマシンにに電子的に私書箱を設置す る、あるいは蓄積 しておい

た物 を翌朝ユーザーのシステムが立ち上がった時に 自動的 に配送す るとい うこともできる。

場合 によっては メーカー側 でも24時 間のサポー ト受 け付 けが出来ないばあい も考 えられ、

その様な時 にもネ ッ トワークセ ンターのマシンが肩代わ りして、サポー ト以来の受信 と蓄

積だけはお こなえる。
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3番 目に、デー ターベースのサー ビスが考え られ る。教育やサポー トに関する物に限 らず、

画像や音声のデーターをネ ッ トワークセ ンター のマシ ンに蓄積す るこ とに よって、ユー

ザー、メーカーを問わず共同で利用す ることが出来るようになる。

最後に将来、利 用者が増加 してきた ときに、ユーザーが直接メーカーに接続す るにはコス

トが問題になる。北海道の広大な地域をカバーす ると言 う意味でも、道内 に何 ヶ所 かの拠

点をも うけ、その拠 点間を高速の回線 で結ぶ方法が現実的 といえる。 その場合 にも、当初

からネ ッ トワークセンター とい う形で利用者が接続 を していれば、移行がスムーズにお こ

なえる。

d

◎
‖日 吉

qE〕 昌

嶺顧

閃
鋪
謬
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4.3ソ フ トウェアの構成について

将来 を含 めた総合的な構想 としての構成 と試作システムの構成 に分 けて説 明す る。

4.3.1将 来を含 めた総合的な構想 としての構成

次の図はソフ トウェアの構成 を示す ものである。

ユ ーザ ー システ ム ネ ッ トワー クセ ンタ一

本 ハ ッケージ

メーカ ー サ ポー トシステ ム

ユーサ"一 アブ'

リケーンヨン

テ"一 夕ーへ'一 ス

本 パ ッケージ
個別サボ㌧ ト
システ ム

簡易ライブラ リ
テ㌧ ターペ ースマネージ ャー

簡易ライブラリ

プロ トコルサ ポー ト

'

プ ロ トコル サ ポ ー ト プ ロ トコル サポー ト

ー

物理回線 物理回線

し

(a)基 本パ ッケージ

基本パ ッケージはこのネ ッ トワークの機能 を利用す るための基本ツールをパ ッケージ化 し

たものである。 これは、メイル機能,問 い合 わせ機能,フ ァイル転送な どのネ ッ トワー クの

機能 をユーザーサポー トとい う情 況を想定 して、それ に適 した形で統合 したアプ リケー

シ ョンである。 サポー トの対象 となるシステムに依存す る部分がな く、既存のシステム と

併用する場合でも、構成 を変更す る必要が無い。

対象システムに特化 していない点で、複雑 なサボご トは不 可能であるが、 これ を利用す る

ユーザー,メ ーカーともに技術的な負担はほ とん ど無いのが利点である。
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次の図は、基本パ ッケージの将来像をイメージ したものである。(本 調査研究 における試

作プログラムの仕様 を示す物ではない)

(b)ユ ーザーアプ リケーシ ョン

ユーザーアプ リケーシ ョンはネ ッ トワー ク機能 をプ ログ ラムの中に組込んだアプ リケー

シ ョンをあ らわす。標準的なネ ッ トワー ク利用 によるサポー ト機 能以外に、アプ リケー

シ ョン独 自のサポー ト機能 を加 え る場合 にこの形態を とる。 た とえば、ユーザーアプ リ

ケーシ ョンの運用状況 のデーターを蓄積 し自動的にメーカーへ送付 す る。 あるいは、サ

ポー ト要員 が遠隔か らユーザーアプ リケーシ ョンを操作す るな ど、ユーザーアプ リケー

シ ョンとネ ッ トワーク機能が一体化 した形でネ ッ トワークの機能 を利用す る。

なけれ ばな らない機構 を実現するために、 メーカーが 自社アプ リーケーシ ョンに開発段階

でこのよ うな機能を組込む。

(c)簡 易 ライブラ リ

ネ ッ トワー ク対応のアプ リケー ションを開発す ることは技術的負担が大 きいが、サポー ト、

メインテナ ンス とい う限定 した範囲でネッ トワー クを利用す ると考えれば、それに対応 し

たマク ロ的な機能を提供することで技術的 問題 を解決できる。複雑 な処理は標準化 された

ブラックボ ックスとして扱 うことによってアプ リケーシ ョン開発者 はネ ッ トワーク機能の
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細部を知る必要がなくな り、短期間でネッ トワーク対応 したアプ リケーシ ョンの開発が可

能になる。

このマクロ的な機能 をC言 語 のライブ ラリとして提供するのがこのライブ ラリであ る。基

本パ ッケージ、個別サポー トシステムもこのライブラ リを利用 して作成 され る。

(d)個 別サポー トシステム

これはメーカーがサポー トのために開発す る部分で、ユーザーアプ リケー シ ョンと対にな

りメーカー側 サポー ト機 能を実現す るものである。ユーザーアプ リケーシ ョンに依存 し、

メーカーは独 自の機能 を盛 り込むことが出来る。

(e)デ ーターベース、データーベースマネージャー

この部分 は将来的にメインテナンス情報,教 育 プログラム等をデーターベース化 し、ユー

ザー,メ ーカーがそれを引出て利用するための機能である。

(f)プ ロ トコルサポー ト

この部分はネ ッ トワークの基礎機能を提供するもので、本ネ ッ トワークではオペ レーテ ィ

ングシステムと同時に供給される一般的な物 を用いる。

(g)物 理回線

実際に電気的な接続 をする部分 である。物理的 な接続方法が異 なっても、その違いは全 て

プロ トコルサポー ト部 が吸収す るので特に限定す る必要はないが、INS64な どのデジタル

回線が容易 に利用できる。 したがって開発時にはLANを 用いてソフ トウェア開発 をおこ

ない運用時にデジタル回線に移行することも可能である。

4.3.2試 作 シ ステム の構 成

試 作 シ ステ ムで は規模 を限定 す るた め、構 想 通 りのシ ステ ムで はな くそ の一 部 を作成 し実

験 を行 う。 試 作 シス テム では 、上記 総 合構 成 の内 、(b)ユ ー ザー アプ リケー シ ョン、(d)個

別 サ ポー トシ ス テム 、(e>デ ー ター ベー ス、 デ ー ターベ ー ス マネ ー ジ ャー をの ぞ い た物 を

最小構成 と して実現 す る。 従 って構成 は次の 図 の よ うにな る。
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ユ ーザ ー システ ム ネ ッ トワー クセ ン ター メー カー サ ポー トシステ ム

本 こハ'ッ ケーシ. 本 ノベ ッケーシ"

簡易ライブラ リ 簡易ライブ ラリ

プ ロ トコルサ ポ ー ト プ ロ トコル サポー ト プロ トコル サ ポー ト

物理回線 物理回線

デー タ ーベ ー ス部 を除 く事 でネ ッ トワー クセ ンター の機 能 と しては 、縮 小 され るの で 、 こ

れ をメ ーカ ー側 サ ポー トシ ステ ム のマ シ ンに組 み入れ 、1台 のマ シ ンでネ ッ トワー クセ ン

ター 、 メ ー カー サ ポ ー トシス テ ム の機 能 を検証 す る。 総 合 的構 想 か ら省 い て い る機 能 は

開発 の進行 状況 を踏 ま え、追加 を検討 してい く。
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4.4実 現 す る上で の問題 点

4.4.1パ ソコンOSの 問題

現在 パー ソナル コ ン ピュー タのOSは 基 本 的 に、 シ ングル タス クで あ る。 タス ク と言 うの

は 、 コン ピ ュー ター が行 う仕 事 の単位 で、 シ ン グル タスク とい うの は一 度 に行 え る仕 事 が

た だ 一つ だ け で あ る と言 うこ とを 意 味 す る。 汎用 機,ミ ニ コン,オ フ コ ン,ワ ー ク ス テ ー

シ ョンな どの コ ンピ ュー タは マルチ タス クで ある。

シ ングル タ ス クがなぜ 障 害 にな るか。 シ ン グル タス クのマ シ ンで は アプ リケー シ ョンが一

つ 動 い てい る と他 に はな に もで き な くな って しま う。 た とえ ば 、パ ー ソナル コ ン ピュー

ターで ワー プ ロを使 ってい る ときに外 部 か ら通 信 の要 求が 入 って もコ ン ピュー ター は それ

を知 る手 段 がない ので あ る。

パ ー ソナル コン ピュー タ側 か ら発信 す る場合 に はそ の問題 は さけ られ る こ とに な る。 しか

しそれ は一 般 の通信 につい て で あって 、 メイ ンテ ナ ンスや 教育 、 サ ポー トとな る と問題 が

あ る。 ユー ザ ーサ ポー トを行 うよ うな ば あ いに は通信 を しなが ら、 同時 に サポ ー トの対象

にな るプ ロ グ ラム が動 作 して い なけれ ば な らな い。 シ ングル タ ス クで はア プ リケー シ ョン

プ ログ ラム と通 信 プ ロ グラム を 同時 に動 作 させ る事 が でき ない ので 、 サポ ー ト業務 はむ ず

か しい物 に な る。 また 、 マル チ タス ク のOSで は充 分 な保 護機 能 が あ るの で 、特 定 の アプ

リケー シ ョンの動 作不 良で コ ン ピュー ター の機 能 が麻痺 す る こ とは な い。 実際 、汎 用機 な

どで実施 され て い る リモ ー トメ イ ンテ ナ ンス では 、 トラブ ルが発 生 して もOSが 停 止す る

こ とは ない ので電話 回線 を使 うな ど して リモー トロ グイ ン し、 ソフ トウェ ア上 の 問題 で あ

れ ば機 械 を停 止 す る こ とな く対 処 が完 了す る。 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タの 場 合 は アプ リ

ケ ーシ ョンの不具合 い であ って もコ ン ピュー タ全体 の機 能 が停 止 し、 もち ろん 通信 も不 可

能 な状態 に なる。 ま た、 その様 な状 態 に陥 った経過 な ども記 録 され ない。

ま た、 シ ングル タスク で あ る点 を除 い て も、パ ー ソナル コ ン ピュー タ のOSで は 、 ネ ッ ト

ワー クや 通信 に対す る機 能 が低 く、ネ ッ トワー クに対応 した ソフ トウェア を作 成す るた め

には、相 当 な技術 と労力 を要 す る こ とにな る。
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4.4.2回 線速度の問題

前述のよ うに、画像や音声、特 に動画像 は膨大なデーター量になる。専用デジタル回線や

INS1500な どで1.5MBit/secの 速度が得 られた としても、動画像や高品質の音声 を

扱 うためには充分 とはいえない。ま してこのネ ッ トワークの性格上 、利用者の数 の上では

圧倒的にユーザーが多い ことになる。 コンビュー一夕関連企業では、専用デ ジタル回線やI

NS1500の 導入は不可能ではないが、一般ユーザーではINS64程 度を想定す るの

が妥当であ り、マルチ メデ ィアデーターを積極的に使 う環境 とはまだ隔た りがある と言わ

ざるをえない。将来的 には、一般加入電話 と同 じ様な手軽 さで各家庭 にまで光ケ]ブ ルが

接続 され、マルチメデ ィアデーターを取 り扱 うのに充分な環境 となることは自明であるが、

現在は回線速度の制限をよく認識 した うえで、調査研究を進 める必要がある。
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4.5シ ステ ム構 成例

● コ ン ピュー タシス テ ム

前述 の よ うにパ ー ソナル コ ン ピュー タにお い ては 、現 状 ではネ ッ トワー ク のサ ポー トに は

問題 が残 るた め、試作 実 験 にお い ては ワー クステ ー シ ョンの使 用 を基 本 と して考 え る。 た

だ し、 パー ソナ ル コ ン ピュー タで もこ こ2、3年 の 内 にもネ ッ トワー ク機 能 の完 備 と標 準

化 が な され る傾 向 にあ るの で、 可能 であれ ばパ ー ソナル コ ン ピュー タの組 込 み を検討 す る。

● プ ロ トコル

下位 の の プ ロ トコル はTCP/IPを 用 い る。 これ に よ って既 存 の製 品の 組 み合 わせ で、

基本 的 な通 信機 能 が確 保 で き る。 ま た ソフ トウェア 開発段 階 で はLANを 用 い る事 が 出来

るの で、 開発 が容 易 な ものにな る。

●回線

回線 はINS64を 基 本 と して 考 え る。 実 際 の通信 はISDNル ー ター が行 うの で 、シ ス テ ム 自体

は物 理回線 に依 存す る こ とな く動作 が 可能 であ る。

● ウイ ン ドウシステ ム ・GUI

ウイ ン ドウシステ ムは 試作 で は 当面XWindowを 用 いMotif,XView等 のGUIを 使 ってシ ス

テ ム を構 築す る。パ ー ソナル コン ピュー タ組 込 み時 には 、別途 検討 を要 す る。
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メー カー 向 けア ンケ ー ト 計デ ー タ

ネ ッ トワー ク環境受 け入れの背景

デ ジタル回線所有の割 合

ユーザー

19%

(43社 中8社)

メー カー

22%

(59社 中13社)

●ユーザ ー とメーカー を比 較 した場合割 合は大 きな違 いが無い。但 しユーザ ーは受動 的な利用 あるい はFAkな どの利

用が多い。 メー カーでは社内環境 とオ ンライ ンサー ビスに大別。

パ ソ コ ン 通 信 の 利 用

ユ ー ザ ー メ ー カ ー

仕 事 で使 って い る 10 34

趣 味 で 使 って い る 8 3

使 って い な い が 興 味 有 り 24 17

使 って い な い 興 味 無 し 5 4

使 っ て い な い 興

味 無 し

使 っ て い な い が

興 味 有 り

趣 味 で 使 っ て い

る

仕事 で使 らてい
る

01

一

ー

カ

ザ

ー

ー

メ

ユ

ロ

■

● メーカー は6割 がパ ソコン通信 を利用 している。 ユーザーにっいても否 定的な回答 は少 ない。

●パ ソコン通信 と同 じよ うに手軽 に利用 出来る形 態であれ ば、受け入れ るバ ック グラウン ドは出来てい る。

●イ ンターネ ッ ト利用 は59社 中8社(13%)



保 守 に対す る意識(1)

一
契 約 し
て い な

い

無 回 答
2%

し
る

%

杓

い
62

契

て

契 約 し な い 理 由

そ織 他

が
わ

、
駕

用
合

し
o

管
見
な
5

保守契約率

ソフ ト ハー ド

100%5

75%前 後0

50%前 後3

25%前 後10

ほとんど無 し9

4

【
U

り
0

貧
U

4 ロ ソフ ト

図 ハ ー ド

保守に対する意識(2)

保 守 の 採 算 性
ソ フ ト ハ ー ド
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0

1

1

1

1

4

十

0

●保守契約 を前提 と した販 売一一〉契約率100%

●異 なる物 の比較 にな るが おお まかに言 えば 「契約率は高 くない」 とい う点 でユ ーザー とメーカー の回答 は整合 して

い る

●訪 問す るか ら赤字 になる とい う関係 はない(定 期 に限 り)(特 にハー ド)



訪問のプラス要因
バー ジ ョンアップ、新製 品な どのアナ ウンス媒体
記事 ・広告

DM

営業マ ン・販売店

6

1

6

1

00

営業マ
ン・販売

店

記事 ・広

告

DM

● メーカ ー側 は 「人が行 く」 こ とに関 しては肯定的な面 も認 めている

(DMで アナ ウンス を行 う様 なセール ス形 態の会社が少ない ともいえ る)

●訪 問に コス トがかか る一一〉人力 をネ ットワー クで代用 とい う考え方は危険

●ネ ッ トワークに よる資源、デー タの共有 一一〉付加価値 あるいは差別化の方 向を考え るべ き

無 駄 な 出張 サ ー ビス

結果的に無駄な出張サービス

ほ とん どが無駄な出 張サー ビ

度々無駄な出張サービス

希に無駄な出 張サービス

ほ とん どが必 要な出 張サービ

ソフ ト 八 一 ド
4

4

4

4

1
1
一
-
■
●
-

つ
0

【
U

1

3

1

1

1
■
‥

●ユ ーザーでは無駄なサ ー ビスがあ るとい う回答 はゼロに近 かったが メーカ側 では無駄 な出張 があ ると回答 している。

●ネ ッ トワー クを使って事 前に必 要性 を確認 す る、あ るいは即 対処す るこ との効 果は高 い。 これ で訪問 を減 らす こ と

につ いては、マイナス効 果はほ とん ど無いはず。

現在 リモー トメイ ンテナ ンスを実施

ソフ ト用 20

ハ ー ド用 4

情報用 1

その他 3

● ソフ トのメインテナ ンス用 としては予想 異常に普及 してい る。



導入 時教育

メーカー

導入時教育 費用 方法

必ず 依頼で 無 し その他 含製品価別途 その セミナー オンサイト 通信教; その他

30 20 0 0 22 26 2 9 36 0 5

ユ ー ザ ー

91001 92001
導入時教育 導入時教育費用

セミナー 講師派遣 納品時説り製価に含 別途費用

4 16 22 33 8

セ キ ュ リテ ィー

135101 1
セキュリティ・有 り セキュリティ無 し

OS機 能OS+独 自 独立不要 専用機 小規模 OS不 可 その他

710 21 4 5 0 5

マル チメデ ィア製 品への取 り組み

1500011 1
MM製 品生産開発 している していない

画像 音声 動画 その他 時期尚早 マッチせ ず 技術不足 その他

16 5 8 1 4 9 14 6
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ネ ッ トワー クに関す る意識



ア ンケ ー ト素 デ ー タ



マルチメデ ィアネ ッ トワー ク型総 合管理 シス テム ユーザー向 けア ンケー ト 鮮 _輔s

会社名 業務内容 従業員数資本金(万円) 専日iOP 非専任OP 用途 § § § … § §
lS[ パソ通 ソフト保守 ハート 保守 ソフト実質的{チハート

'実'

5
:
で

き
で

畏
有

ま
無 有 竃

;

‡

2

‡

2

‡ 無

裟
無

璽
無

2

寄 有 竃

;

‡

2

‡

ξ

‡無
雀
無

蟹
無

量

‡憲
‡
期 無 篇

歪
期

(株)室 蘭試 験分 析センター 鉄鋼業での試験分析、環境分析 100 6000 5 20 機 器分析における定量分析 1 1 1 1 1
北海 道 ビジ ネスアカデ ミー専 門学 院 OA教 育 、OA器 材販 売 1100 2 1 生徒管理 1 1 1 1 1 1
(株)新 明和製作所 各種車体の設計制作 30 1000 5 0 各種車体の設計 ・製図 1 1 1 1 1 1
(株)N.D.A 建築設計 2 5000 2 1 設計及び製図 1 1 1 1 1 1 1
日鋼 検査サービス(株) 150 100 0 30 検査対象物(タンク図面作成 1 1 1 1 1 1鉄鋼機器構造物検査業務
(株)P.D. ソフト開 発 、Windows関 係 のdriver 4 3000 4 0 開発 1 1 1 1 1 1 1 1
(株)炉 研 火葬炉設備工事業 32 2500 3 3 火葬炉設備の製図設計 1 1 1 1 1 1
(株)福 田水 文センター 河川測量、水質分析 60 10000 3 20 統計処理,測 量図面 1 1 1 1 1
三和工機(株)札 幌事業所 機械設計製図 800 45000 200 200 機械設計製図,解 析 1 1 1 1 1 1 1
北海道住電精密(株) 超硬合金切削工具の製造 210 800 3 100 生産管理,品 質管理 1 1 1 1 1 1 1
(株)タ ワーテック 鉄塔設計、制作管理 6 800 3 2 設計 製図 1 1 1 1 1 1
河合建具工業(株) 木製建具制作、木工事 43 1000 0 2 施工図作製 1 1 1 1 1 1 1
第 一 鉄 鉱(株)ダ イステックコンピ ュータ DAITEXコ ンビ ・一夕販 売,AP制 作 700 7000 20 20 牛 産管 理 ソフトウェア関路 1 1 1 1 1 1 1
上川支庁管内町村電算センター 地方行政事務処理全般 9 6 2 住民記録他 1 1 1 1 1 1 1
日商岩 井鉄鉱 リース(株) 建 設 業用 の重 仮設材 の バース 300 68000 施工図 1 1 1 1 1 1
日高 富士コン列一ト製 品(株) コンクリート二 次 製 品 、レデ ィミクスコンクリート製 造 20 200 3 3 ブ ロック設 計 敷 設 図 1 1 1 1 1 1 1
北海道芦別総合技術高等学校 教育 50 30 30 機械系製図 1 1 1 1 1 1
(株)ナガ ワ舟 岡工場 機械設備等の設計、製造 280 245000 50 50 ハウス製造 移動 販売等管理 1 1 1 1 1 1 1
北海道職業能力開発促進センター 職業訓練、雇用促進事業 40 10 30 機械部品設計 製図 1 1 1 1 1 1 1 1
北炭機械工業(株) 一般産業機械の設計

、製造 120 49000 4 10 機械部品設計 製図 1 1 1 1 1 1
(株)道 南富 士コン 土 木用コンクリート二 次製 品の製 造 、販 売 30 ,1500 4 7 敷設図 設計 1 1 1 1 1 1
札幌交通機械(株) 建設業、車両製造業 250 6600 6 10 機械建築設備設計 製図 1 1 1 1 1 、1

(株)北 海 道 電子計算センター SS、 ル ジ フト会 計 のオンラインサービ ス 380 7500 300 100 ルジ フト会社オンライン、卸小 売業VANサービス 1 1 1 1 L 1 1 1 1
北海道工業高等学校電子機械 メカトロ技術 教 育 10 7 7 アームロボ ット操 作NC機 操 作CAD製 図 1 1 1 1 1 1
(株)東 日本製作所 製 函、鉄骨 、造船 40 500 3 鉄骨工事の施工図 組立図 計画図 1 1 1 1 1 1 1
(財)日本気象会北海道本部 気象調査、気象情報提供 100 10 80 気 象テ㌔ タオンライン回収システム 1 1 1 1 1 1 1
三和 北海道エンジニアリング(株) 建具の設計 15 1000 3 7 建築建具設計 製図 1 1 1 1 1 1
水野工業(株) アルミサッン、木 製建 具 、枠設計 、制作施 工 26 2000 1 6 顧客 取引先データ管理 1 1 1 1 1 1
(株)地崎工業 総合建設業 1450 30 建築施工図 1 1 1 1 1 1 1
光和技研(株) 建築 、土木 、機 械 、フ'ラント設計 60 200 12 6 橋梁上下部の詳細図 1 1 1 1 1

広 コン 仁 ト コンクリ ト製 品 の製造販 売 60 1200 1 7

トリム・ライン クンロ 車両看板デザイン、文字作製 3 0 1 0 デ ザイン、文 字作 製

1

1

1 1

1 1

1 1

1 1

1

1

1

太平工業(株)室 蘭支店電気計装 電気、計装の設計及び工事 5800 360000 2 10 電気 計装の設計 見積 1 1 1 1 1 1 1 1
エノ産 業(株) 機 械設 計、製 造 、販 売 80 15 25 機械設計 製図 1 1 1 1 1 1 1
サン・クラフト 産業機械の設計、製図 5 4 5 機械部品設計 製図 1 1 1 1 1 1
札幌女子高等技術専門学院 トレースデザ イン科指導 1 1 1 1
太平工業(株)室 蘭支店 機械、電気、土建設備 の設計制作 6400 360000 200 600 機械設備設計 製図 1 1 1 1 1 1 1

(株)ホ ッコン コンクリート製 品の製 造 、販 売 400 28000 10 20 コン舛一ト製 品施 工設計 製図 1 1 1 1 1 1
道立函館高等技術専門学院 専門学院指導 2 2 機械部品設計 製図 1 1 1 1 1 1
ニッチツ北海道 制御 ンステム(株) 計 測 ・制御 ンステム、電子 応用機 器設計 400 10 300 ソフト開発 顧 客管理CAD 1 1 1 1 1
(有)ラピス 建築設計、施工図 4 100 2 2 建築設計 施工図 1 1 1 1 1 1
(株)熊谷組札幌支店 建設 10000 8200000 200 2000 使 っていない 1 1

(株)北 見ホッコン 生 コンクリート・コ別 別トプPッ ク製 造 、 販 売 23 1500 1 4 河川用 コンクリートプPック敷 設 図 1 1 1 1 1

7 10 8 24 5 11 7 1 2 1 31 7 3 16 14 8 2 2 1 28 8 1 16 1 15 23 4 14

P.⇔》1
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△‡十名 同工若御氏名 莫頴内容 従業日響資本㊤{万円) 人数即今ト 商品種別 コンピ ュータ種 :1} デブ姑同線 ハ'ソ涌 lNTERNET ソ フ ト・

上級技術

職

一般技術

職 その他 大型 ミニ]ン オフコン WS

ソコ

ン 種類 用途 仕事で

趣味

で

興味

有

興味

無

販売会
社

1ソ7ト樟 研 2■用 守 パソコンマイ]ンプロゲ ラム号託製造 1 ?イコン 1

?イ 中言ス㈱ 羽生rF洋 刀 トウェア開騨 78 7午6百 万 円 40 33 合取業葬中心 εしたソフト間聯 1 1 1

9北 ガス,〉ビス翰 ★lll貞 美 舗帝ガス種合 口針7フト関鍵 ?44 2千万円 3 1 存庫管埠 給与 販窯管碑システム 1 1 1 lNS64 サポー ト 1

4㈱ 北濡遣スタット 円安 隷一 ソフト開静 パソ]ツパッケ^プ飯= 20 2千万円 7 10 ■精処理フフト(射精 給与 飯春管か 1 1 1

5囲 シ万 ムエンプ'7ゲ`一 ア 石山 ソフト闇騨 33午 万円 3 控蝋CAD恵 路用シ1テム 1 1 1

6劇 イー1ヌィ・ 桑隔 姉一 凋倶 制御語介ド ソフトの善計製造 17 4百万円 4 5 1 1

7㈱ プムキ,一ビス =能 隔征 コンピューウ販売 保守・刀 ト関聯 1 1手 万円 6 1 1 1 1

㈱ ハトつン 木津谷 和彦 η ト製造 百官 36 4羊万円 10 80 家庭向けゲーム湊の刀ト開騨 PC-FMinや 附S64 ‡十内 ネッ ト 1 1

デ〉タイ～スト㈱ 小史谷 悌郎 素練用ビデオゲームの聞替 製造 ク5 5価5午5百 万 ク50 藁縄開 室応用ビデオゲ品ソ外 フ7さ コン 1

| ㈱サンクい 吉rF人 わ]ン パソコンディラ→ 1 5百万円 5 5 一船卸=薫 製法案 1 lNS64 サポート・賦怜 環境 1

1 ㈱ウしピス 伊藤 光弘 ソフト開 ぱ 3百万円 2 3 総合気象システム 1 lNS64 1

1 ㈱ウォー` 太田 光和 CG映 像の 製作fTV・CFVP) ク千5百 万 円 3 1 1 1

1 北海道コンビュー村ッピンゲ 摩△ 敏明 地廻情緒シ万ム作成 間邉業務 3 1千万円 5 5 地理情報システムr部市熊狩 ・計画仲) 1 1 川S64 1

| R本 デプ蛎ヂヅイン㈱北海; 石山 浩 1 5千万円 9 6 1 1 1 |

| ll幌 オフィ幻ンピュ、タ㈱ 皇月食6牟 雄 ソ7ト受 耗関聯'ト ト'渡びバ ツケープ刀 ト 9 1干 万円 ク0 40 ピプ ‡ス7プリケーション 1 1 入ナ1デバ イス 1

1 ㈱東和電縫㈹作所 日原 早薬 漁業省力橋器怜計 ・製ぎ・販士 8 8百万円 10 40 1

17シ スムフロンティア㈱ {牢蔵 出 合取系基質ソフト開酵 15 ク個円 50 60 1 1

18㈱ リ? 前田 春治 ]ンピュー妨 ッティングシ万ムの聞騨 2 3百万円 1 3 看帳繁 用加 ティングシス九伸 | |

19イ ン 一フェイスシ'Ψバ ン㈱ 小林 英紀 刀 ト開 静 ユースウエア算額 1千|百3十 万 2 彊設莫原価管理シス泓 1 1 1

?o㈱ 夘 古屋 智ヨ1 刀 ↑間 聯・海洋田育・測■等の]ン,ルティ 17 1干万円 3 5 マ肝メディ万 ㌔外 ㌧ス 1 1 |

ク1㈱ ]'ク ス '1曲 原土 現埴田査 剛 病葉絡 鯖aビ販= 50 5千万円 2 5 1 |

22が ,トプヤバン㈱ 語用 古弓ム ,プ リケ∨ションソバ聞龍 37 4千8百万円 5 クク マ野メディア奴トルウインドウズ 対応刀ト 1 1

ク3 北洋シ万ム開酵㈱ 松本 明 8窟行東結 1?0 2千5百万円
1 1

?4㈱ ㌧ユ∨シ㌔ 著牛 黄左爵 システムハウス 100 1億6千万円 5 20 印刷製踊 扇]ンピュータシステム 1 lNS64 サボ ～トヰット・TV全損 1

妬 わ?練 ット㈱ 伸々本 身智 二情帽機器 通信機器の薗=・ 怜置・保 20 ク千万円 6 涌ぼソフト 1 1 1

ク6CSK北 海楢ラステム 岩用 黄舌1 コンピュータシス泓のコンサ肪インク'・怜計 ・開 42 2千万円 1 ク4 ピ ジ‡スアブリケーション | フ'ログラム開 秘 |

27㈱ 北海畜テ㌔ウ・り一ビス 加藤 昭治 受粁計算り巳ピス刀 ト開導 マシン販士 1ク0 9千8百万円 2 78 Plll淋R人 事 給 田情 紹システム 1 1 1

2 ㈱ アイワート' 大谷 購明 印刷 テ㌔ウペ・ス入力 ・加工・出力 200 1個ク午万円 7 テ'sタペース(文字 画像)の ほ鎮 | 1 【NS64 FAX 1

2 ㈱アプェンダ 木村 哲抱 ソフト●書毛間酵 25 2千万円 11 1 1 ,ボ ート 1 1

3? ソ升 受託開学 コンピューウ機器販≒ 71手 万円 2 日算システム`公#団 体向 け) 1 1 1

3 ㈱1肱 テ㌔ウ 8寸ト 南彦 宜午及び財コン応 用シ万ムの開発 ・製造 ?8 ク手5首万円 1 11 コンピュータ周辺機 器 ㏄ 用解 器 | 1 マイ]ン 1

3衡 ディエス・以北這i6 伊藤 安手 惰帽処理サーピ1 55 3手万円 47 医薬品 紗システム | lNS64・ 可用` データ交}負・り'紗イムわうイ 1

3八 戸 ,・ムシ1テム㈱ 伊顧 バ刀ン向け囹切間器の開発・製造・販 15 2千万円 ?| ぬ と用駅 刀廟器(ビ デ オボード等) 1 1

3シ ス九 インス'㈱ 冨樫 淳 わイスプ ロトッリの汲 九怜計・関 聯・]ンワル 55酋 万円 5 素 手案用アフ.リケーショツソフト聞琴曽 ハ令ッケーシ'関与色 飯場 1 | 1

3北 海 蒼情緒通{・ 士田 ソフト聞騨 ハード開騨 94 30 60 1 1 | lNS64 1

3㈱ フユ チャー

37 ユ'わデ←タシ万 ム㈱ 榿木 市訓 十木測量 粕汁 テ'ジ外?ッピ ンク4伸 40 s千6百万円 行古 刀テムfソフト} 1 |

38㈱ ブ リッジ 大竹 奨弘 刀ト関聯 75 9手9百 ク5万 38 30 R本 ・苔受書処理〔Pubh鮒) 1 1 1 1 1

9(有 〕ホ鷹 泊トロニクス 斉頑 妻明 雪気 機櫨での自動化シ万ムの怜計, 10 1百万円 ?ク 輪査テ㌧夕肌理シ万ム(病院怜査宙向け) 1 1

0㈱ ノsス∫`イテック

|エ ヌシー情紹朝口㈱ 小野 棟吐 ×型汎用機 聡 系'プ リか ション刀 ト開剤 4ク 1千万円 1ク 25 電力△牡向け営業す槻シ万ムATM製品の制御 1 | 1 1

2× 良工ンジコ1ルプ 俵 界 バソ]ツ?イ]ン応 閑計測 ・制御システム 163 7千万円 30 ?o ×恒言ξ染藍‡見テレメ、ウ1 1 1

3簡 ファーストコンビュ∨タシステム 川向 悟司 OA綴 器悟士 ソ外聞聯・]ンサルティング |4 1午万 円 32 ウクシ、官服管理き8含与システム_lPGSS飯=宕 管躍Wb 1 1 1 ハンディーかミナル・ cA無3皇 1

4関 口 ・エス・テー 憤谷 敏眼 雷干痢芸怜計・製造 10 1千万円 4 融●制御装清 1 | 1

5北 海這情報,一ピス㈱ 岡田 書案 惰相似1擢 2? 1債5千5百 万 1 特 に商品化しτい るシステムは無し 1

6㈱ ロブ 里連 番行 ソフト開暑 飯膚 16 |手4再 万円 35 テ㌧タペ ース言語 1 1

7た いほく 佐 木々 安寧 パソコンシ万ム販嘉 60 1千8頁 万円 33 一 貯0Aシ万ム他 1 | lNS64 1

8㈱ 北海冶情報間聯 蔵重 辮祉 コンピュータシステムの甘酢 刀ト間酵 30 1干 万円 14 10 ～十全福了1卜活人向け訟△管 躍システム他 1 1

9㈱ つうけん 畑山IF縛 電気逢僧籍煽 情緒通倶 750 7慣3午5百 万 150 400 1 1 1 1

0中 奥シ万 ム㈱ 滝部 居士 T墳 生産管理汲允 許計・製法 ソフト開 ク50 7千万円 120 95 販売管理システムSS向POSシ ステム 1 1 1

17イ ピー・システム㈱ 稲■ 香酎 ソフト号粁開聚 バットプ刀 ト聞騨 ・飯篇 55 5午方円 ク5 ク5 派 通販古来藁絡刀 トn即 ク畝ツール聞賭 1 1 1 1

2フ プ キンソフト

3㈱ 計測技術研寄所 渡辺 祐二 雪平柵器の製造 販蒜 55 7干万円 15 ?5 置 源テスター画像メモリ 1 1 1

4禰 井コンピュータ㈱ 片田 斎ウ 碑銘 測量 十木CAD刀 ト開礫 飯台 380 6債5干 万円 60 3次 弄移築 専用CADシステム 1 1

5㈱ ナックス 柴田iF垂 コンビふウ担込シ万 ムの関聯 ・鵠計 ・製造 25 8百万円 515 計 測・制御 システム マイ]ン 1

58閥 アボロメック 士岡 昭一郎 自動酬舶悔器くエ ・関聯・怜`十 助 法 80 1債7千 万円 34 29 自動検査機器 1 | '
| 1

57㈱ アクシス 河軒H行 ]ンピュータ機器販篇 刀 ト蘭塾 75 5千万円 20 30 飯事8オ 絡 給与システム.年産管理シ万ム 1 | lNS64・ 専用8 データ通信 ・オンライン 1 1

'
ッテワ北海遣制御シス瓢f株) 高木 宙気機器製造業 4クo R千 万円 50 370 20制 御機器.メ林口 1 1 1 1 lNS64 市店間デ㌔タ転迷 1 1

たくぎんコツピュ、ター(接) 孫橋和島 ソフ ト関聯.計 算号詳 348 1個5千 万円 91 ク03 POSシステム 1 lNS64 1

1ク07 1945 20 5 3 13 ?o 41 0 0 34 3 17 4 9 5
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ユー ザ ー 向 け 質 問 一ー一

質 問

100)会 社名

( )

110)ア ンケー トに回答 してい ただい た方 のお名前

( )

1000)背 景(差 し支 えない範 囲でお 答 え下 さい)

1100)業 務 内容:

会社の業務 内容を簡単にお答 え下 さい。例:機 械部品の設計 と製造

()

1200)従 業員数:

(約 人)

1210)資 本金

(円)

1300)対 象 システムに限 らず 、コン ピュー タの操作、運用、管理 を専門に行 なっ ている人 は何人 います か

(およそ 人)

1400)コ ン ピュー タ専任者意外 で 日常的に業務に対象 システムに限 らず コンピュー タを使 っている人 は何 人います か

(およそ 人)

1500)対 象のシステ ムの用途 を簡 単にお答 え下 さい。

例:機 械部品の設計及び製 図

()

1600)高 速 のデジタル 回線 をお持 ちですか?

(専用線 、ISDN(INS64、INS1500な ど))

口 有 る 種類(わ かれ ば)()

用途(わ かれ ば)()

ロ 無 い

1700)パ ソコン通信 を利用 していますか

口 仕 事に利 用 してい る(し てい る人がいる)

口 趣 味 で利用 してい る(し ている人がいる)

口 使っ ていないが興味は ある

口 使っ ていない、興味 もない

迷守に関する質問

2000)保 守 契約 につい て

2100)対 象 の システ ムは ソフ トウェアにつ いて保守 契約 を して います か?

口 している

契約 して いる保守 の状況について

口 満足 している

口 不満な 点もある(ロ レスポンス ロ 内容 ロ 費用)

(注 レスポンス:連 絡 してから対応す る迄の時間)

口 していない

契約 を していない理 由は

ロ 必 要性 を感 じない

口 対 象システムでは保守契約 の制度 が無 い

口 必 要性 は感 じるが内容に対 して費用が 見合 わない

口 そ の他()

2110)対 象の システム はハー ドウェアに つい て保 守契約 を してい ます か?

口 している

契約 している保守の状況につ いて

口 満 足 している

ロ 不満 な点 もあ る(ロ レスポンス ロ 内容 口 費用)

(注 レスポ ンス:連 絡 してか ら対応す る迄の 時間)

白 していない

契約 を していない理 由は

口 必 要性 を感 じな い

口 対象システム では保守 契約 の制度 が無 い



口 必要性は感じるが内容に対して費用が見合わない

口 その他()

3000)定 的な保守 サ ー ビスにつ いて

3100)ソ フ トウェアにっ いて定期 的 な保守 サー ビス を受 けて いますか?

ロ 定期 的(お よそ ヶ月 ごと)

ロ 不定期に あるいは依頼 して

口 ほ とんどない

3200)ハ ー ドウェアにつ いて定期 的 な保守 サー ビス を受 けて いますか?

[コ定期的(お よそ ヶ月 ごと)

ロ 不定期に あるいは依頼 して

ロ ほ とん どない

4000)保 守 サー ビスに 来 る人

4100)ソ フ トウェア の保守 サー ビス に来 るのは どの よ うな人 ですか?

ロ 専門のサー ビスエンジニア

ロ 担 当営業マ ン

ロ 開発元の技術者

口 その他()
『4200)

ハ ー ドウェア の保守 サー ビスに 来 るのは どの よ うな人 です か?

口 専門のサー ビスエンジニア

ロ 担 当営業マ ン

ロ 開発元の技術者

口 その他()

5000)ソ フ トウェアのバ ー シ ョンア ップ を受 けた事が あ ります か

口ある 口ない 一一>6000)の 質問へ

5100)バ ー ジ ョンア ップ作 業は だれ が どの よ うに行 な いま したか

ロ フ ロッピー、テー プ等 が送 られ て きて自分(自 社)で や った

口 営 業マンが きて作業 した

ロ 技 術担当者が きて作業 した

5200)対 象 シス テム に関連 したバ ー ジ ョンア ップや 新製 品に 関す る連絡 は どの よ うな手段 で受 けて い ます か

口 雑誌 、新聞の記事 、広告 な ど

ロ ダイ レク トメール

ロ 営 業マンな どメー カー 、販売店 の人か ら

口 そ の他()

6000)、 急 な要 件に たい して メーカー の対応 は ど うか

6100)電 話 ・FAXで の対応

口 十 分に早 く内容 も満足

口 内容 はいいが時間 がか か りす ぎ

口 時 間がかか る上、 内容 も不十分

6200)出 張 サー ビス を受け た場合

ロ 十分 に早 く満足

口 到着迄 の時間がか か りす ぎ

口 作業 時間がかかか りす ぎ

口 費用 がかか りす ぎ

7000)結 的に 出張サ ー ビスは必 要で した か

口 解決 してみ る と出張サー ビス を受ける必要がなか った問題 も多い

口 出張サー ビスを受 けたのは、 自力 で、あ るいは電話やFAXで は解決 出来ない時 であった

口 自力 で、 あるいは電話やFAXで 解 決 出来 るか もしれ ないが、出張サー ビス を受 け るほ うが安心 なの でなるべ く出張サー ビス を受 け るよ う

に してい る

ロ サー ビスの 内容 については関心 が無 いのでわか らない。

8000 い 地 のた めに なサー ビスが}ら ない じた があ りま か

口 あ る 口 ない一一〉質 問9000へ

どの よ うな点です か?

口 首都圏に比べ る と対応 に時間が かか る

ロ サー ビス を受 けるための費用 が余計 にかかる

口 製品に関す る情報等 がはい りに くい

口 その他()



育に関する 問

9000)導 入 時 の教 育

9100)対 象 システ ムに関 して導入 時の教 育は受 けま した か。

ロ セ ミナーを受講 した

ロ 講 師派遣を依頼 した

口 納 品時の説 明だけ

ロ その他()

9200)導 入 時教育 の費 用 は

ロ 製 品価 格に含 まれ ていた

口 別途 教育費用 の予算を とった

ロ その他()

9300)実 務 に入 ってか ら使 い方 のわか らな い ところは有 りませ んで したか

ロ ほ とん どない。

ロ 実際使い始める と解 らない ところが でてきた。

ロ 使い始め ると解 らない事 ばか りで、軌道 に乗 るまでは苦労 した

10000)新 任 者へ の教宣

10100)対 象 システ ムは新 し く使 うこ とに なっ た人へ の教育 は?

口 特に教育は行っていない

口 導入時 と同じセ ミナー受講または講 師派遣 を依頼 した

ロ その他()

llOOO)運 用 時 の問 い合 わせな ど

11100)対 象 シ ステ ムにつ いて使 い方 が解 らない、 ある いは問題 が出た 時には お もに どの よ うに 対処 してい ます か?

ロ マ ニュアル等 を読み 自力 で解決す る(し なければな らない)こ とが多 い

口 電話 ・FAXな どでサ ポー トセ ンターに問い合わせ る

ロ 担 当営業マ ンに連絡す る

口 知 り合 いにきく。

口 そ の他()

12000)セ ミナ ー 参 加 に っ い て

12100)首 都 圏 ではセ ミナー な ども多 く開催 され 、 また参加 す るの も容易 です 。北 海道 で はセ ミナー 自体少 な く、 ま た参加 す るた めには多

くの費用 と時間を要 します。 この よ うな点 につ いて不 便や 障害 を感 じます か?

口 感 じる

口 機 会が少 ない

口 時間がかかる

口 費 用がかかる

21110)そ れ以外 に問題、障害、不便な点 があ りま した ら具体的に

()

口 特 には感 じない

デー タ通 信の利 用 にっいて

13000 システ ムに ら コン ピュー タのデー タ を の な どと りと り る が あ りま か

口 あ る

13100)ど の よ うな方 法でデー タを送 っ てい ます か?

ロ プ リン トアウ トした書面でや り取 りしている

ロ フロ ッピーや テープな どでや り取 りしている

ロ コン ピュー タ間の通 信でや り取 りしている

口 な い

13200)手 軽 に使 えるデー タ通信 の方 法が あれ ば利用 します か。

口 利用す る、試 してみたい

口 必要 ない

ロ そ の他()

13300)対 象 システムに 限 らず 出先か ら会社 の コン ピュ一一タにア クセ ス したい場合 が あ ります か

(例:建 築現場 か らCADシ ステ ムに入 っている図面デー タを参照 したい)

口 既 にその様な運用 を している

口 度 々有る

口 合 までは無いが、出来れば便利 だ と思 う

口 ない、必要性 も感 じない

13500)セ キ ュ リテ ィの 問題



13510)デ ー タ通信 にお け るセキ ュ リテ ィ(漏 洩 防止 対策)に っ いて必要 性を感 じます か?

13511)一 般 論 あるい は貴社 の業務 全般 に 関連 して

口 極 めて重要 であ ると思 う

ロ 特に必要 なケー スは少な いが、あるに こした事はない

ロ 操作が複雑 になるので無 いほ うが よい

口 必要ない

ロ その他(

13512)対 象 システム のデー タ に関 して

口 極 めて重要 である と思 う

ロ 特 に必要な ケー スは少 ないが、 あるに こした事 はない

ロ 操 作が複雑 になるので無い ほ うがよい

ロ 必 要ない

ロ その他(

)

)

,14000)情 交換 につい て

14100)対 象 システ ムにつ いて、 同 じシ ステム を使っ てい るユー ザL-・と情報 交換 を します か

口 時々、あるいは頻繁 にす る

14110)現 在 情報 交換 を して いる手段 は

ロ 直接会 って、あ るいは会 った時に

口 電話、FAX、 書簡

ロ パ ソコン通信 、ネ ッ トワー クな ど

ロ その他

口 ほ とん どあるいは全 くしない

14200)メ ーカー 、販売 会社 の人 と情報 交換 を しますか

口 時 々、 あるいは頻繁にす る

14210)現 在 情報 交換 を してい る手段 は

ロ 直接 会 って、 あるいは会った時 に

口 電話 、FAX、 書簡

ロ パ ソコン通信 、ネ ッ トワー クな ど

ロ そ の砲

口 ほ とん どあるいは全 くしな い

14300)情 報 交換の必 要性 を感 じます か

ロ 必 要 と思 う

口 特 に必要 とは思 わな いが、役 にたつこ とがある と思 う

口 必 要ない と思 う

14400)デ ー タ通 信 を使 って情報 交換 が 出来 る とした ら利 用 します か?

口 利用 したい、試 してみ たい

ロ 利用 したい、試 した い と思 うが、反 面気後れす る部分 もある

ロ 必 要ない

マ ルチ メデ ィア の応用

対象 システム とは関係 な く

15000)業 務 の 中で写真 、 スケ ッチ、柄 見本、等 の資料 を使 いますか

ロ 使 う 例:内 装 スケ ッチ 車体損 傷状況写真etc

具体的に()

口 あま り あるいはほ とん ど使 わな い

15100)業 務 の 中で音声 の資料 をつか います か

ロ 使 う

具体的に()

口 あま り あるいはほ とん ど使 わない

15200)業 務 の中 で動 画像(ビ デオ)を 資料 と して使 います か

口 使 う

具体 的に()

口 あま り あるいはほ とん ど使わ ない'

15300)現 在 それ ら映像 や音 声 の資料 を コ ンピュー タで もデ ータ と して活用 して います か?

口 している

具体的に()

15400)主 な入 出力 機器 はな んです か

入 力機 器

ロ ス キャナー

ロ ビデオカ メラ

ロ サ ウン ドサンプ ラー(音 声デ ジタル化装置)

口 その他(')



出力 機器

口CRT画 面

ロ モノク ロペ ー ジプ リンタ

ロ カラーペー ジプ リンタ

ロ 高品位 デジ タルカ ラー コ ピー機(CanonPIXEL、XeroxA-Colorな ど)

ロ 業務用 印刷 器材

ロ その他()

口 していない

16000)マ ル チ メディ ア コン ピュー タに 関 して

16100)マ ル チ メデ ィ アPC(パ ー ソナル コン ビュー一夕)に つ いて

口 持 っている、使 ってい る

16110)そ の機種 は?

ロ マ ッキ ン トッシュ

ロ 富士通FMTOWNS

口MPC(IBM系PCを 拡張 した もの)

口NECPC(又 はそ の互換機)

口 その他()

ロ ぜ ひ使 いたい

口 機 会が有れ ば使 ってみた いと思 う

口 どうい う物 かは知って いる

口 言葉 は聞いた ことが ある

口 感 心がない

口 そ の他()

16200)マ ル チ メデ ィ アプ レイヤー につい て

口 持 っている、使っ てい る

16210)そ の機種は?

[]富 士通マーテ ィ一

口 富士通FMTOWNS

口 その他()

口 ぜ ひ使いたい

口 機 会が有れ ば使 ってみ たいと思 う

口 ど うい う物 かは知 っている

[]言 葉は聞いた ことがある

口 感 心がない

口 その他()

以 下の よ うな 目で 意 見' な どをお書 き添 え下 さい

●北海 道地域におけ る情報産業 に期待す る点、要望な ど

●デ ー タ通信、ネ ッ トワー クに期待す る点

●マル チメデ ィアに期待す る点

●現在 の業務に関 して希望す るコン ピュータ利 用システ ムの新 しい機 能

●その他

メーカー向 け質問 一一

質 問

100)会 社名()回 答者 お名 前()

1000)背 景(差 し支 えない範 囲でお答 え下 さい)

1100)業 務 内容:貴 社 の業務内容 を簡単にお答 え下 さい。例:機 械部品の設計 と製造

()

1200)従 業員数(約 人)1210)資 本金(円)

1300)お お まかな人数配 分は?

上級技術職(研 究,設 計等)(約 名),一 般技術職(プ ログ ラマ等)(約'名),

その他(約 名)

1500)対 象 のシステム(貴 社主力商品)の 種別,分 野 例:「2次 元機 械設計用CADシ ステム」



()

1510)対 象の システ ム(貴 社主力商 品)は どの種 類の コンピュー タを対象に していますか

口大型 コン ピュー タ ロ ミニコン 口才 フコン ロワー クステー シ ョン ロパ ソコン

ロその他()

1600)高 速のデ ジタル 回線 をお持 ちです か?

(専用線、ISDN(INS64、INS1500な ど))

口 有 る 種類(わ かれ ば)()口 無 い

用途(わ かれば)()

1700)パ ソコン通 信を利用 していますか

日 仕事 で ロ 趣味 で □ 使 っていないが興味はある □ 使っ ていな い、興味 もない
1710)INTERNETに 接続 していますか

口 してい る 口 していない

保 守 に関す る質 問

2000)保 守契約 につ いて

(保守関連 業務 を他者 に委託 している場合 は把握で きる範囲で ご回答 くだ さい)

2100)対 象の システ ムは ソフ トウェアに 関す る保 守契約 制度 があ ります か?

口 ある

2110)保 守 業務 を 自社で行 なっています か

ロ 販 売会社で行 なっている ロ 専門業者 に委託

口 自社 で行なっ ている 口 その他()

2120)契 約率(売 り上げ件数 に対す る保守契約締結 の割合)は お よそ どれ くらいです か

口 ほぼ100%(あ るいは全部)□75%(4分 の3)前 後

口50%(半 数)前 後 口25%(4分 の1)前 後

口 ほ とん ど無 い(あ るいはない)

2130)年 間の費用 は製 品価 格(ハ ー ドウェア を含 まない)の 約何%で す か(%)

2140)保 守 関連業務 は採算 が とれますか

口 保守業務 だけで採算 が とれ る ロ およそプ ラスマイナスゼ ロ ロ 保守業務 は赤字 である

2150)契 約 には トラブル に関係な く定期的にユーザー を訪問す る業務は含まれ ていますか

ロ 含 まれ ている ロ 含 まれ ない

口ない

2150)保 守 契約 制度 を設 けない理由は?

ロ 契約 者がほ とん ど無 い ロ 低価格 の製 品なので保 守契約制度 はそ ぐわない

ロ 契約 制度に も とつ く保 守体制が とれない

口 そ の他()

2200)対 象の システ ムはハ ー ドウェアに 関す る保守 契約 制度が あ ります か?

ロ ある

2210)保 守業務 を 自社で行 なっています か

ロ 販売 会社 で行な って いる ロ 専門業者 に委託

ロ 自社 で行 なって いる ロ その他()

2220)契 約率(売 り上げ件 数に対す る保守契約締結 の割合)は お よそどれ くらいです か

口 ほぼ100%(あ るいは全部)ロ75%(4分 の3)前 後

口50%(半 数)前 後 ロ25%(4分 の1)前 後

口 ほ とん ど無 い(あ るいはない)

2230)年 間の費用 は製 品価 格(ソ フ トウェア を含まな い)の 約何%で すか(%)

2240)保 守関連業務 は採算 が とれますか

口 保 守業務 だけで採 算が とれ る 口 およそ プ ラスマイナスゼ ロ ロ 保守業務は赤字 である

2250)契 約 には トラブル に関係 な く定期的にユーザー を訪問す る業務は含まれています か

ロ 含 まれてい る ロ 含まれ ない

口ない

2260)保 守契約 制度 を設 けない理 由は?

ロ 契約者 がほ とん ど無 い

ロ 低価格 の製品な ので保 守契約制度はそ ぐわない

口 契約制度 に もとつ く保 守体制が とれ ない

ロ その他()

4000)保 守サー ビスの担 い手

4100)貴 社 では保守業務 を専門に行 な う部 門があ ります か

口 有 る(約 名)

口 ない

ロ 販売会社 で行 なってい る ロ 専 門業者に委託 □ その他()

4110)営 業担 当者 が ソフ トウェアに関す るユーザーサポー トを行 な う事 はあ ります か

(例えばインス トール作業 な ど)

口 行 なわない 口 希 に有 る 口 度々有 る

口 可能 な限 りして いる 口 その他()

4120)ソ フ トウェア新規 イ ンス トール,バ ー ジョンア ップの作業は

ロ ユー ザー が行 う事 をを基本 として いる

ロ メーカー,販 売会社が行 う事 を基本 として いる

5200)バ ージ ョンア ップや 新製 品の情報 をユーザ ーに伝 え る媒 体は

ロ 雑誌、新 聞の記 事、広告な ど ロ ダイ レク トメール

ロ 営業マ ンなどメーカー、販売店 の人か ら □ そ の他()

7000)ユーザ ーか の で サーービス した △ に サービスを るほ どの内容 ではな い とい ・ 一スのAは?

ソフ トウェアに関 して

口 ほ とん ど必要 の無 いケース ロ 度 々,必 要のないケースが有 る



口 希 に,必 要のないケースが有 る ロ ほ とん どが必要 なケー ス

ハー ドウェアに 関 して

口 ほ とん ど必要 の無 いケース ロ 度 々,必 要の ない ケー スが有る

口 話 に,必 要のないケース が有 る ロ ほ とん どが必 要なケース

8000地 とい のた め こ 一 ビス を 施"で は か

口 ある

どのよ うな点ですか?

口 時間がかか る 口 費用 が余 計にかか る

口 情 報等 が入 りに くい 口 そ の他()

口 ない

8010)リ モー トメインテナ ンス(通 信回線 を通 してユー ザーの システ ムをメインテナンスす る)を 行 っていますか?

口 い る

ロ ソフ トウェアの メイ ンテナ ンスに使 用 してい る ロ ハー ドウェアの診 断に使用 している

ロ ユーザー に対す るアナ ウンス(情 報 伝達,連 絡)に 使用 している

口 その他()

教 育 に関す る質問

9000)導 入 時の教 育

9100)対 象 システ ムでは導入 時 のユーザ ー教育 を実施 して います か

口 必ず実施 している ロ ユーザーか ら依頼 が有れ ば実施 す る □ 導入 時教 育は行わない

口 そ の他()

9200)導 入 時教育 を実施す る場合 の費用 は

ロ 製 品価格 に含 めている ロ 別途,費 用 を請 求す る ロ そ の他()

9250)導 入 時教育 の方 法 は

ロセ ミナー ロオ ンサイ トトレーニ ング ロ 通信教 育 口 そ の他

10000と い'地 の ために 施 る'で は あ りま か

口 ある

どのよ うな点ですか?

口 時間がかか る ロ 費用 が余 計にかかる

ロ 情報等 が入 りに くい ロ その他()

口 ない

11000)運 用 時 の問い合 わせ な ど

11100)対 象 システ ムにつ いてユ ーザー か らの問い合 わせ の対応 は

ロ 専 門業者ににサ ポー ト業務 を委託 している □ 販 売会社がサ ポー トしている

口 社 内にサポー ト部 門を設 けてい る ロ 営業担 当等 がサポー トを している

ロ サポー トは しな い □ その他()

13500)セ キ ュ リテ ィの問題

13510)対 象シ ステ ムで はセ キュ リテ ィ対策 を しています か

口 している .

それ は どの ような レベルですか

口OSに 備わっ ている機能の範囲 で ロOSの 機能 に加 えて独 自の機能 を付加

口 していない

理由は

ロ 独立 システ ム(外 部 と接続 が無 い)な ので必要 ない

口 専用機(特 殊機,組 込み機)な ので必要な い 口 規模 が小 さいので必要 ない

口OSな どに機能 がないため不可能

ロ その他()

.14000)情 報 交換 にっい て

14200)ユ ー ザー と情 報交換 を します か

口 時々、 あるいは頻繁 にす る

14210)現 在情 報交換 を してい る手段 は

ロ 直接会 って、あるいは会った時に ロ 電話 、FAX、 書簡

ロ パ ソコ ン通信、ネ ットワー クな ど 口 そ の他()

ロ ほ とん どあるいは全 くしない

14300)情 報 交換 の必要性 を感 じます か

口 必要 と思 う 口 特 に必 要 とは思わないが、役 にたつ ことがあ ると思 う 口 必要ない と思 う

14400)ネ ッ トワー クを使っ て情報交 換 が出来 る環 境 が有 れ ば利 用 します か?

口 利用 したい、試 してみたい 口 必要 ない

マル チ メデ ィ アの応用

この項 目の質 問は企業戦略 に影響 のあ る問題 です。差 し支 えない範 囲でお答 えください

15000)マ ルチ メデ ィア を応用 した製 品 を販売又 は生産,開 発 してい ます か

口 している

口 画像の応用 ロ 音 声の応 用 □ 動画の応用 ロ その他()

口 していない

理由は

口 時期 尚早 である ロ 自社製 品の性格上マ ッチ しない

ロ 開発の ための技術資産が不足で ある ロ その他()

15100)今 後、マルチ メデ ィアを応用 した製品の情報又 は予 定が有 ります か。

口 ある

口 ない

15700)マ ルチ メディアネ ッ トワー クを利用 した リモー トメイ ンテナ ンス が開発 され た場合 、貴社 で使用 したい と思い ます か。

口 使 用 したい



ロ 使用 した くない

15200)マ ル チメディアに 関す る技術 蓄積を進 めています か

ロ 積 極的に取 り組ん でいる

ロ 世 の中の動 向に遅れ ない程度 に行ってい る

口 行 っていない

15300マ ル"ア の ソフ ト プ ログラムではな タイ トル を してい か

口 している

差 し支えな けれ ば代表 的な製 品名,タ イ トル(

制 作形態は

ロ 自社のみ で 口 専 門業者 と共 同して(プ ロダクシ ョンな ど)

ロ 専門業者 に委託 して 口 その他

日 していない

15400)コ ン ピュー タ以外のマル チメデ ィア関連業種 と連携 しています か

(例:広 告 業,音 楽 関連,映 画関連,教 育産業,ゲ ーム機 関連 な ど)

)

ロ している よろ しけれ ば具体 的に

口 していない

15500デ モ 査 な どで

(

を え る コ ン ピ ュー タを

)

してい か

開発用 口 あ り 機 種(

デモ用 ロ あ り 機 種(

調査用 白 あ り 機 種(

その他 ロ あ り 機 種(

15600ユ ーザーサ ポー トに

)

)

)

)

な どのマルチ メデ ア 術 が応

口無 し

口無 し

口無 し

口無 し

で る えま か

口 画像の応用 が出来 る ロ 音声の応用が 出来 る

口 動画の応用 が出来る ロ その他(

よろ しければ具体 的な内容 を簡単にお書 き下 さい

()

16000)自 社 用ネ ッ トワー クに 関 して

16100)社 内でLANは

口UNIX系 中心 ロ パ ソコンLAN(ネ ットウェアなど)中 心

口 その他()

ロ 使って いな い

16100)外 部 との接続は

口 支社,支 店,営 業所,な どと接続 して

具体 的に回線,プ ロ トコル など(例:支 社 とISDNでIP接 続)

(

口 商用BBSを 利用(NiftyServe,PC-V州 な ど)

ロ イ ンターネ ッ ト接続()

口 その他

17000)製 品のネ ッ トワー クに 関 して

1エ100)対象システムはネ ッ トワーク機 能に対応 して いますか

ロLANに 対応

口 その他

17200"ト ワ ー ク

具体 的なLAN種 類(TCP/IPネ ットウェアetc)(

具体的な形態(例 えば 専用プ ログ ラムでデーター転 送な ど)

(

品の 加 として に ヒすべ と えま か

)

)

)

口 積極的 に強化 し他 社 との差別化 をはか りたい

口 世の 中の動 向に合 わせて必然的 に取 り組 まざるを得 ない

ロ 現状 で充分 である

口 不要で ある

口 その他(

18000)ネ ッ トワー クに 関す る技術 の負担

)

18100品}こ"ト ワ ー を ヒ るに た な を していま か

口 充分

ロ 充分 とはい えないが,対 応は可能 である

口 不足,充 分 な開発 が行 えない

ロ ほ とん ど無 いので,ネ ッ トワー クに対応 した製 品作 りが難 しい

)



ご要望など有 りましたら お書き添え くようお願い致します

●地域 における情報産 業に期待する点、要望な ど

●デー タ通信、ネ ッ トワークに期待 す る点

●マルチ メディアに期待 する点

●そ の他
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